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第一章 緒 言

余`1⊃ハ先 二諸種 ノ液盟培養テ以テ結核菌 ノ液艦

培養基内二於 ケル螢育比較實験 テ行 ヒ同時二各

々培養基内二於 ケル結核菌 ノ登育状態及ピ染色

的攣化等二注目 シタルニ卵黄テ「エーテル」ラ以

テ充分 ヨク浸出シ「エーテル」部分ラ傾斜除去 シ

タル残渣帥チ卵黄蛋白膿テ圭 トスル5%蒸 溜水

乳剤 二1%苛 性曹達溶液 ノ適當量ラ添加 シテ透

明 トシタルモノテ培養基 トシテ其 ノ中二結核菌

ノ培養ヲ行 ヒタルニ其 ノ登育良好ナルバ ナラ

ズ培養試験管々底二蛋育スル結核菌ハ殆 ンド菌

株 二例外 ナク至極粘稠 ナル菌塊 テ作 リ之ラ軽 ク

振匿 スル事 二依 リ 且omogeneノ 外観 テ呈スル
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コトテ認 メ更 昌此 ノ培養基中昌培養 ラ重ヌルコ

トニ依 リテ勿論菌株 昌ヨリ難易 ノ差 アルモ早キ

ハ2代 目ニシテ全 ク均等畿育ノ状態 ラ呈 スル

ニ至 リ同時二叉此 ノ培養基中昌培養 セラレタル

結核菌ハ染色的aモ 痩化ラ來 タシ易クZieh1・

Neelsen染 色a依 リ容易=非 抗酸性二染色セラ

ル・結核菌テ出現 シ甚ダ シキハ此 ノ非抗酸性結

核菌鍬ガ全菌敷 ノ約牛敷 昌達 シ(但 シ非抗酸性

結核菌ノ分離培養ニハ未 グ成功 セズ)菌型 二於

テモ著 シク痩化 スルラ認 メタル事 ヨリ結核菌 ハ

其ノ蛋育環境 ノ璽化 ニヨリ容易二所謂定型的 ノ

モノヨリ慶移 シ得ルテ物語ル興味 アル實験 トシ

テ既二雑誌結核第14同 第1號 二之 テ公ニシ又

第14同結核病學倉縮會 ノ席上二於テ是等均等培

養 ト非抗酸性結核菌 ノ出現状態二關スル顯微鏡

標本テ供覧セリ。

其ノ後余ハ此 ノ培養基中二培養テ重 ネテ今日昌

及ピ弦ニー一言附記スベキ事ハ余ハ常二同一操作

方法テ以テ培養基テ調製スルモ結核菌テ培養 シ

タル結果 ヨリ見テ時二出來不出來 ノアルハ恐 ラ

ク培養基調製操作 中二起ル微細ナ痩化二基因ス

ルモノ・如 ク就中培養基 ノ密度等ガ重要ナルモ

ノト思惟セラル。余 ノ「アルカリ」卵黄蛋白水昌

3%ノ 割合a寒 天 ラ加《・タル「アルカリJ卵黄蛋

白寒天斜面二結核菌 テ培養 スレパ搬育相常昌良

好 ナルノミナラズ菌株昌例外ナク磯育スル菌苔

ハ水滴状、透明性 テ有 シ甚 ダシク粘稠性 テ帯 ピ

火焔中昌致 スモ爆音 テ搬 セズ。斯 クノ如 ク從來

ノ培地上二襲育 スル歌態 ト全 ク趣 テ異ニスルラ

認 ム。此 ノ事實 テ以 テスルモ「アルカリ」卯黄蛋

白ナルモノガ結核菌ノ培地 トシテー種特別ナル

意義テ含 メルモノナルコ トハ明白ナル事實ナリ

ト信ズ。

余ハ既述 セル「アルカリJ卵黄蛋白水中昌培養 セ

ラレ均等登育 テ途 ゲ染色上非抗酸性結核菌 デ混

在 スルモノ或ハ全 ク非抗酸性結核菌 テ認 メザル

モノ等 テ抗元 トシテ結核凝集反慮試験 テ行 ヒタ

ルニ優秀 ナル成績 ラ示 シ補罷結合反慮抗元 トシ

テ又從來 ノモノニ比較 シテ勝 リタルモノテ得ル

ニ比較的容易ナル事ラ知 リ得 タリ。t眩=其 等 ノ

實験成績 ヲ'述べテ諸賢 ノ批判 テ仰 グト同時二結

核凝集反慮 ノ臨躰的慮用 ノ域二到達 センコトラ

切望 スルモノナ リ。

第二章 結核凝集反慮ノ文獄的考案

結核 ノ血清學的試験中最 モ早 クヨリ行ハ レタル

モノハ凝集反慮ナレドモ如何 セン之二適切優秀

ナル抗元 ラ得ザ リシ爲メPark氏`り 如 キハ結

核患者血清中凝集素テ謹明スルコ トラ得ズ ト報

ゼシ所以ナリ。結核 ノ凝集反慮試験 二當 リテ最

モ問題 トナルハ其 ノ抗元 二在 ルコトハ勿論 ノ事

ニシテ結核菌ガ他 ノ菌二比較 シテ菌相集團スル

性質テ有 シ爲メニ適當ナル菌俘游液テ製 スルニ

困難ナル事 ト定型的結核菌テ被包 セル所謂蝋様

被膜物質ガ凝集作用 テ阻1ヒスル事等 ガ結核凝集

反慮二満足スベキ結果 テ得 ラレザル圭ナル原因

ト見倣サレ是等 ノ鮎 ラ基調 トシテ優秀ナル結核

凝集反慮用抗元 ラ得ルニ成功セントシテ、先進

學者 ノ苦心惨憺 タル實験研究 ノ跡 ガ窺知スルテ

得 ラル。今順序 トシテ先人 二依 リテ報告 セ ラレ

タル結核凝集反慮用抗元 ノ重 要 ナルモ ノテ概括

列墨 スレバ次 ノ如 シ。

結核菌 々塊 テヨク磨潰 シテ浮游液 ラ製 シタルモ

ノニKoch`3),DiCristina`4⊃ 及 ビLeone,Forleo`5),

Sliwensky⊂6}氏 等 ノ抗元 ア リ。 結核 菌 ガ保有 ス

ル蝋檬被膜物質 テ除去 スルガ爲 メ ニ種 々 ノ化學

的操作 テ施 シタルモ ノニLarson,Nelson及 ピ

JungChang(11),Fornet(7,一(9),百 瀬,渡 邊(10),

井 上kl1),飯 島(12)氏等 ノ菌液 ア リ。 結核菌 ノ均

等培養 テ得 テ之 テ抗元 二使 用 セルモ ノニ 先 二

Arloing(13ト ユ5)及『ピCourmont氏 等 ア リ。川村

氏個 ノ菌液 モ亦之 二属 ス。

以上 二述 ベ タルモ ノハ結核凝集反慮用抗元 トシ
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テ今 日マデ昌文 獣 昌現 ハル ・』…タルモ ノナ レ ド

モ結 核菌々塊 ラ磨 潰 シタルモ ノラ以 テ シテハ到

底満足 スベ キ良好 ナル抗 元 ヲ製出 シ能 ハザ ルハ

既 昌先進學者 ノ研 究 ノ帖果 ヨ リ明 カナル虎 ナ

リ。次 昌問題 ノFornet氏 ノ抗元 ニ シテ彼 ハ紹

核 ノ凝集反懸 昌特異性 テ示 ス所以 ノモ ノハ結核

菌 ノ置 白質 ナルベキモ ノ ト信 ジ結核菌置 白盟部

分 ラ可及的損傷 セザル機 二結核薗 ヨ リ脱脂 セン

トシテ結核菌 二「エー テル」蒸汽 ラ作用 セ シメテ

蝋様被膜物質 ヲ除 去 シタルモ ノテ以 テ乳剤 ラ造

リ之 テ抗元 トシテ使用 セ リ。彼 二依 レバ此 ノ抗

元a依 ル凝集反慮 慣ハ高度 テ示 シ彼 ハ60倍 以

上 ノ血清稀葎 倍歎 二反慮 テ現 ハ スモ ノチ陽性 ト

シ其 レ以下 テ陰性 トセ リ。其 ノ後 同氏 ノ方法 ハ

Amrein,Christensen(17》,Trenkelli8),Diener(19)

氏 其 ノ他 ノ者 二 依 リテ追試實験 セラ レ其 ノ優

秀且 ツ特 異性 テ有 スル モ ノナ リ トセ ラレタル

モー方又Jannasch(20},Josefowicz,Kogan,

Zechnowitzer及 ピGoldenberg,Bignami氏

等 二依 リテ其 ノ特異性 テ疑 ハ レタル ノ ミナ ラズ

本診断液 テ貯 フル爲 メニ加 ヘ ラ レタル石炭酸 二

依 ル血清蛋 白 ノ非特異的沈澱 二因 クモ ノナリ ト

云 ハ レ或 ハ本診断液 中二含有 スル 燐酸 「ナ トリ

ウム」ノ酸度 二依 ル 血清 「グロプ リン」ノ沈降現

象 ナ リ ト云 ハル。斯 クシテ結局Fornet氏 ノ抗

元 ナルモ ノモ該菌液 中 二含有 スル水溶性部 分 二

依 ツテ 起 ル血清蛋 白 ノ沈降現象 二 菌禮 ガ 同行

シテ沈澱 ラ生 ジタル ニ過 ギズ トセラ レ如何 二

Fornet氏 ノ菌液 ナルモ ノハ 杜漏 ナリシモ ノナ

ル カテ物 語 リ眞 二龍頭蛇尾 二終 リ最 早今 日之 テ

使 用 スル者 アル テ見ズ。次 二結核凝集反磨抗 元

トシテ歴史的 二著 明ナルモ ノハArloing及 ピ

Courmont氏 ノ均等培養菌 二依 ル凝集反慮 ニ シ

テ同氏等 二依 レバ血清稀葎倍敷5倍 ニ シテ特異

性 テ示 スモ ノニ シテ20倍 血清稀 繹 二陽性反慮 テ

示 スコ ト稀 ナ リ ト。Arloing氏 二依 レバ臨躰的

結核患者 二91%陽 性 ニ シテ臨躰 的非結核者 二約

30%ノ 陽 性 テ示 シタルハ「ツベル クリン」反慮 ノ

示 ス如 ク潜在結核 ノ頻度 ヲ表 ハスモ ノナ リ ト云

ハル。Arloing氏 等 ノ凝集反慮 ハMongouf2t)

及 ピBuard,Bendix(2M,Rρthamme1㈲ 氏 等 論依

リテ承認 セ ラレタル モDubard(2e,Fraenkel(鋤,

Beck⑳ 及 ピRabinowit㏄h氏 等 ノ否定 ノ登 表

ア リFraenkel氏 昌 依 レバ 紹核患者s33%,

非 緒 核患者 昌22%ノ 陽性反慮 ラ現 ハ シBe¢k及

ピRabinowit8ch氏 ノ實験 ノ結果 ・・結核 患者=

28%,非 結 核 者 昌35%ノ 陽 性J■Me示 シタ リ

ト。抑 々Arloing氏 ノ均等培養(Homogene

Kulture)ナ ル モ ノハ 馬鈴魁培養基 上 二培 養 シ

タル或 ル…株 ノ結核菌 ヲ 「グ リセ リン、 ブイ才

ン」培地 中 轟移楠 シ振 鰍 シツ ・培 養 ラ 行 ヒテ得

タル ・結核 菌株 ニ シテ氏 ノ方法 テ追試 スルモ容

易 昌均 等培養 テ得 ルニ成功 セザル爲 メ ト氏 ノ抗

元 昌依ル結 核凝集 反慮 ハ凝集慣甚 グ低 ク且 ツ氏

ノ云 ヘルガ如 ク特 異性 テ登揮 スル モ ノニ非 ラザ

ル爲 メカ今 日氏 ノ抗 元 ナルモ ノモ唯結核 凝集反

慮 二於 ケル歴史的興味 トシテ 遺 サル ・二 至 レ

リ。井上氏 ハArloing氏 等 ノ均等培養 菌 ヲー

定 ノ脱脂剤 テ以 テ勧合物 質 ラ 溶解 シ次 デ 「アル

カ リ」鹸 化法 二依 リテ 抗酸性被膜 ラ離 脆 セシメ

タル モノテ抗元 トシテ結核凝集 反慮 二優 秀 ナル

成績 テ得 タ リ ト報 ズル モ只學會 要 旨昌止 マ リテ

其 ノ詳細 テ知 ル テ得 ズ。川 村氏 ハ「アル カ リ」性

卵黄液 加 「グ リセ リン」寒天 二結核菌 ラ培養 シテ

得 タル漁偶軟 化 セル菌苔 デ「グ リセ リン」加 肉汁

中 二移植 シテ抗 酸性 ニ シテ全 クZF等 登育 テナス

ニ至 リタルモ ノテ以 テ結核凝集反慮 テ行 ヒタル

ニ10倍 血清稀葎 二於 テ第1期 結核 患者 二94%,

第2期 ノ者 二90%,第3期 ニハ98%ノ 陽 性李

テ報 ジ所謂健康者 ト思 ハル ・者 ノ血清 ニハ10培

血清稀葎 二7%ノ 陽性 ナ リ ト。 同氏 ノ菌 二依ル

凝集反慮 慣ハ 低 ク結核患者90名 中血清稀葎培

敷160倍 二 陽性反慮 ノ者5名 ニシテ10倍 或 ハ

20倍 二陽性反慮 テ 示 シタル モ ノ最 モ 多敷 ナ リ

ト。川村 氏 ノ抗 元 テ以 テ スル凝集反慮 ハ近藤氏

二依 リテ追試實 験 セ ラル ・虎 トナ リ同氏 ノ報ズ

ル結 果 ハ結核患者 二殆 ン ド縮 テ陰性 二終 リタリ

ト。又井上氏 二依 レバ川村 氏 ノ菌 ノ如 ク尚結核
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菌ガ其 ノ被膜 ラ有 スルモノハ凝集反慮用抗元 ト

シテ特異性能力テ畿揮 シ得ズ ト。

以 上 ハ結核凝集反慮 昌開 スル文獣 轟現 ハ レタル

主要 ナルモ ノ ・鰍 舌ナ リ。

第三章 第一節.使 用菌液及 ビ其ノ性質

余 ノ製法 昌依 ル 「アルカ リ」卵黄 蛋白水(結 核第

14巻 第1號 参 照)中 二培養 セ ラレ全 ク均 等 チル

毅育 テナ シ且 ツZiehl」Neelsen染 色 ニテ非抗酸

性 昌染 色 サル ・結核菌 テ混在 スルモ ノ或 ハ全 ク

抗酸性 ナルモ ノニ シテ結核凝集反慮用抗 元 トシ

テ適當 ナルモ ノ歎株 テ所有 スルモ是等 ノ内 ヨリ

人型菌E號 テ選定 シテ今之 テ便宜 上H.K.ト

命名 スル コ ト・セ リ。 抗 元 トシテハ30乃 至40

日間37。Cノ 艀卵 器中 二培養 シタルモ ノニ防腐

ト殺菌 ノ目的 テ以 テ0.5%ノ 割 合 二Merck/

rカル ポール」テ加 へ次 二述 プル ガ如 ク 「アル カ

リ」修正 テ施 シタル モ ノ ・適當量 テ使 用 スル モ

ノナレ ドモ時 二同一方法 ノ下 二培 養 セラ レタル

同一菌株 二於 テモ之 テ鏡検 シテ塵 々 二菌塊 ラ認

ムルガ如 キ揚合 二!・輕 ク遠心 スル 痘或 ハ ヨク振

盈 シタル後24乃 至48時 間 放置 シテ上液 テ使用

スo

撰 テ既 二余 ハ前同 ノ報 告 二記載 シタルガ如 ク余

ノ培養基 ハ食盟 二封 シテ安 定性乏 シク從 ッテ此

ノ菌液 テ直 チニ凝集反慮抗元 トシテ使用 スル時

ハ此 ノ際使用 スル生理 的食藍水 中 ノ食盤 ノ爲 メ

ニ培養基 中 ノ蛋 白艦 ガ析 出 シ來 タル恐 レアリ
。

舷 二於 テ余 ハ食監 二封 シテ安定 セ シムル ガ爲 メ

ニ種々 ノ苦 心 テ重 ネタル結果此 ノ菌液 二「フニノ

ール フタ レン」テ試藥 ト シ テ 苛性曹達 水溶液

ラ加 ヘテ弱 「アル カ リ」性 テ示 ス迄修正 スル コ

トニ依 リテ案外 簡軍 二其 ノ鋏 黙 テ除去 スル ラ得

タ リ(「アルカ リ」卵黄蛋 白水 ノ 「アルカ リ」度 ハ

結核菌 テ培養 シ終 リタル時 ハpH7.0二 近 シ)。

舷二注意 スベ キハ追加 スル 「アルカ リ」量 ハ其 ノ

度 テ過 ギザル コ トニ シテ若 シ強 「アルカ リ」性 ト

スルガ如 キ場合 ニハ 「アルカ リ」二依 ル菌 ノ凝集

ラ惹起 スル恐 レアリ(尚 「アルカ リ」度 卜凝集反

慮 トノ關係 二就 キテハ實験 ノ部 二詳述 スベ シ)。

i若シ叉斯 クノ如 キ「アル カ リ」修正 等 ノ操作e避

ケ ン トス レバ 均等 二 搬育 シタル 菌 テ強力逮心

沈澱 テ行 ヒテ集菌 シタル菌 テ再 ピ生理的 食臨水

或 ハ 「アルカ リ」壇1,1."フk二浮2詐 セ シメ0.5%=

「カルボール」テ 加 ヘタル モ ノ ・適 量 テイ吏用 シ

得。余 ハ是等 「アルカ リ」修正 テ施 シタル前者 卜

集菌 シテ再 ピ生理的食盟水及 ピ「アル カ リ」卵 黄

水 二浮游 セ シメタル後者等 テ以 テ凝集 反慮 テ比

較實験 シタル ニ菌艘 テ含有 スル培 養基 ノマ ・ノ

モ ノニ「アルカ リ」修正 テ施 シタルモ ノ ト「アル

カ リ」卵黄水 二菌禮 テ再 ビ俘游 セ シメタル モノ

トハ最 モ良好 ニ シテ生理的食盟 水 二俘游 セ シメ

タル モ ノハ不良 ナル コ トテ知 レリ。余 ハ防腐 ト

殺菌 ノ目的 テ兼 ネテ0.5%ノ 割 合 二 「カル ボー

ル」テ添加 シタ リ。而 シテ「フ,ル マ リン」テ防腐、

殺菌 ノ目的 テ以 テ菌液 二1%ノ 割合 二混加 スル

コ トニ依 リテ其 ノ爲 メニ動 モスレバ菌 ノ集團性

テ」曾弓星セシムル傾 向 ア リ。

余 ノ本實験 二使用 セルモ ノハ菌盟 テ含有 スル培

養基 マ ・ノモ ノニ0.5%ノ 割 合 二「カルボール」

テ加 へ前 述 ノ如 ク「アル カ リ」修正 テ施 シタルモ

ノナ リ。

調製 テ経 タル菌液 ハ之 テ冷嗜所 二貯 藏 シ使 用時

ヨク混和 シテ使用 ス。 「アル カ リ」修 正 テ施 シタ

ル モノ ト難 モ之 テ撒週間放 置スル 時 ハ 「アルカ

リ」度 ノ低 下 テ來 ステ以 テ使用前 二必 ズ其 ノ「ア

ルカ リ」度 テ検 スル コ ト・セ リ。菌禮 テ「アルカ

リ」卵黄 水 二再 ピ浮游 セ シメ0.5%二 「カルボー

ル」テ加 ヘ タル モ ノニ於 テハ 斯 クノ如 キ不便 ナ

キ ラ長所 トス(此 虎 二云 フ 「アルヵ リ」卵黄水 ハ

鴻 上氏(2ηノ製法 二依 ルモ ノニ シテ其 ノ 「アル カ

リ」度ハp且7.1前 後 ナ リ)。

第 二 節 實 験 操 作 方 法

實験 二必要 ナル材料 ハ被検血清、0.85%滅 菌 生
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理 的 食鞭水 滅菌 小形賦瞼 管(内 座約9mm長

サ9cm位 ノ圓底 ノモ ノラ適 當 トス)及 ピ滅菌度

盛 「ピペット」等 ナ リ。'

實瞼 操作 方法 ハWidal反 慮 試駄法 昌準 ジ第1表

ノ如 ク第1番Elノ 試 験管 二滅菌 乏1劉1的食竸水 テ

1。9ccm、 第2=番 目以下 二各1.Occm宛 配 注 シタ

ル後、第1番llノ 試 験 管 昌被検 血滑(特 別 ナル實

隙 以外 ノ揚合 ハ繊 テ浴槽中 二560C30分 聞加熱

非働性 トナ シタルモ ノラ使 用)0.1ccmテ 注 入 シ

良 ク「ピペヅト」テ以 テ混 和 シタル 後其!内 ヨリ

1・Occmテ 第2番 目 ノ試験 管 二移 シ以 下同様 昌

1・Occmテ 順 次 二移途 シ最後 ノ試隙 管 ヨ リ1.O

ccmテ 捨 テ去 レバ血1青稀 稗倍数 ハ20倍 、40倍,

80倍 ノ如 ク倍敷稀葎 トナル(勿 論必要 二慮 ジテ

適當 ナル倍撒 ヨリ始 ム)。斯 ク倍数稀葎 テ施 サ レ

タル血清ソ 各試験管 二菌液0・25ccm(滅 菌 駒込

「ピペット」ニテ約5滴)宛 テ注加 シ強 ク振 艦混和

シタル後370Cノ 卿 卵 器中 二24時 間放 置 シタル

モ ノテ取 リ出 シ振儘 スル コ トナ ク肉眼的 二試駿

第1表

管底 昌明瞭 昌小曾片状凝集薗塊 ラ露ムルモノテ

陽性反慮 トス。

封照 トシテ血清、抗元加食嘘水 ノ試験管 ノ外 昌

「アルカリ」卵黄蛋白水培養基加被血清 ノ封照 ト

シテ稀糎被検血清=培 養基昌0.5%ノ 割合昌「カ

ルボール」テ加へ使用菌液 ノ條亭記載 シタルガ

如 ク「アルカリ」修正チ施 シタルモノ定量 ラ注加

シタルモノラ置キタルモ此 ノ封照管ハ聯 力杷憂

二贋 シタルモノ昌シテ余 ハ多撒例 二試 電タルモ

絶封昌凝集機物質デ螢來スルガ如キコ トナ シ。

血清稀鐸島使用スル「ピペ.卜」ハ血清毎二新 シ

キモノラ使用 ス。

凝集反慮度判定記載法:

試験管底 昌菌凝集塊強度 二著明 ナルモノテ帯.

其 ノ中等度 ノモノテ十、弱度 ノモノテ+、 反慮

疑問テ±等 ノ符號 テ以テ表ハセリ.反 塵陰性管

及 ピ各封照管 昌於 テハ凝集様物質 テ認メズ。即

チ是等陰性反磨 テーノ符號 テ以テ表ハセリ。

凝集反慮實験操作方法

試験管
番 號

槍
清
被
血

的
水
理
盤
生
食

元抗

稀
轍
清
倍
血
犀

1 2

0.1cc

1.9cc/

0.25cc

1:20

LOcc/

/1.Occ

1:40

3

/"

1:80

4

/"
/ /

1:160

5 6

ノ"

●,

7

/"/

1:640

81抗元蹄 灘 脇

/"/

1:1280

/

1:2560

一 〇.1㏄

1.Oo60.9㏄

一,,

0.1㏄

0.90c

一定 ノ

作 ヲ麓
タル培

基
O`25ec

37。Cノ 艀 卵 器 中 二24時 間 放 置

註 ・ 血 清 ヲ生 理 的 食 腫 水 ニ テ倍 数=稀 葎 シタ'レモ ノニ抗 元0.25ccmヲ 加 フ)vヲ 以 テ

實際 ハ'20倍 、40倍 ノ如 ク ナ ラ ザ ル モ便 宜上 斯 ク ノ如 ク呼 べ リ。

第四章 結核凝集反慮二及ボス諸種ノ影響

結核凝集反慮 ガ古來幾多 ノ學者二依 リテ其 ノ實

験的研究 ガ企 テラレタルニモ拘 ラズ今 日未グニ

シテ完成 ノ域二到達 シ得ザル ノミカ否寧 ロ其 ノ

至難ナルニ愛憎 テ盤 カサレタルカノ感 アリト云

フモ決 シテ過言二非ズ。從 ヅテ本反臆 二封スル

詳細ナル研究 ノ報告二乏 シク且ツ又一度其 ノ優

秀ナル抗元ナリト報ゼラレタルモノモ之ガ追試

實験 セラル ・二及 ピテ甚 ダシキハ該抗元調製上
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ノ誤ヨリ生 ジタル全 ク非特異性反慮ナルラ明昌

サル ・昌至 リタルモノスラアルヲ知ル。

余ハ結核凝集反慮 ノ臨抹上二於ケル實隙成績 テ

記載スルニ先 チ余 ノ抗元拉二實験 方法上二誤 ナ

キ事ラ期 シ併テ結核 ノ凝集反慮 二於 ケル被凝集

性物質及 ピ凝集素等 ノ性質テ明カニセントシテ

敢テ舷 二此 ノー・章テ設ケタリ。

第 一節 使 用菌液 量 ト結核 疑集 反懲

實験操作方法 ノ條 昌述ベタルガ如 ク余 ノ使用ス

ル菌液量ハ生理的食盟水昌テ稀裡セラレタル稀

葎被検血清1.Occm二 封 シテ0.25ccmテ 加《・

タルモノナレドモ今使用菌液量 ト凝集反慮 トノ

關係テ知 ラントシテ生理的食盟水ニテ倍撒稀繹

ラ行 ヒタル結核免疫家兎血清二菌液 テ夫々1.0.

0.5、0.3、0.2、0,1ccmテ 以 テスル凝集反慮 ノ

第2表

結果 ラ比較 スル;第2表a示 ス如 ク使用菌液 量

0・3或 ハ0.2ccmノ モ ノ昌於 テ最 モ高度 ノ凝集

反慮 デ認 メ0.5ccm二 至 レバ稗 》文慮慣減弱 シ

1・Occma及 ンデハ遙 力昌低位 ナ リ。 又使 用菌

液 量0.1ecm昌 於 テハ0.3乃 至0.2ccm使 用 ノ

モ ノニ比較 シテ遙 カニ低位 ノ凝集債 テ示 ス。是

等 ノ結果 テ綜合 スル昌使用菌液量 チ必要以上 昌

多 クスル コ トハ 却 ツテ凝 集反慮度 テ減弱 セ シ

ム。蓋 シ菌液 テ多量 二加 ヘル爲 メニ起 ル食蜷水

濃度 ノ減 少 ト血清稀繹度 二塙加 ラ來 タス爲 メ ト

ニ依 リテ設 明 シ得 ベ ク反之使用菌液量過 少 ナ レ

バ其 ノ内 二含有 セラル ・菌量少 ク勢 ヒ菌 ノ凝塊

著 明 ナラズ。

以 上 ノ結果 ヨ リ余 ハ 使用菌液量 テ0.25ecmト

シ タ所以 ナ リ。

使用菌液量ト凝集反磨

血清 使用菌液 量

凝 集 反 慮
抗元封照血清封照

・:5・1・ ・…1・=2・dl・:4・ ・ 】 ・:8・・1・:・6・ ・1・:32・ ・1・:脚 ・

結血

贅清

難
兎

1.Occ 柵 柵 什 十 ± 一 一 一 一 一

0.5., 帯 柵 惜 什 ±
一 一 一 一

0.3,, 柵 柵 柵 什 督 十 ± 一 一

0.2,, 帯 帯 柵 帯 什 十 ± 一 口

0.1,, 十十. 什 什 什 十 ± 一 一 ■一

'第
二節 食 盤 濃度 ト結核 凝集 反慮

Bordet,Joos及 ピFiedberger諸 氏二依 レバ凝集

反慮ニハ中性藍類 ノ存在ガ絶封 二必要條件 ニシ

テ之テ訣除 シテ凝集反慮ガ起 リ得ズ ト。Porges

二依レバ凝集反慮二必要 ナル中性盤類 ノ量ハ被

第3表

検血清中二存在スル疑集素量 二反比 ス ト。

余ハ結核凝集反慮 テ實験 スルニ當 リ此 ノ際使用

スル食藍水 ノ濃度 ト凝集反慮 トノ關係 テ知 ラン

トシテ0.85%ノ 生理的食盟水及 ピ之 テ滅菌蒸

溜水テ以テ2倍 、4倍 、8倍 、16倍 等 二稀稗 シ

食顧濃度 ト結核凝集反磨

封清血 照

一
一

一

一

、

』,・6

一

照封元抗

一

閣

一

一

一

慮反集凝

oo倒L

O120捕0160Ml
oo葡

ー
oo短

l
oo鴇

-
鵬1
1

畑1

一

一

一

一

一

±

±

±

一

一

十

十

十

±

一

什

什

什

十

一

柵

柵

帯

朴

一

柵

帯

柵

替

一

帯

柵

帯

替

一

柵

榊

柵

什

十

度濃水盤食

㎝
亜
鋤
旧⑩1喜

)
99

(1可

)

水

99

溜

落
蒙

蜻

奮
核
家

髭
疫血

清

(
∬)
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タルモ ノ蛇 二蒸溜水等 チ使用 シタル場合 ノ鰭核

凝集反慮 テ結核免疫家兎血清 昌就キテ比較實験

テ行 ヒタルニ0.85%生 理的食勲水乃至之 ラ4

倍二蒸溜水テ以テ稀繹 シタルモノ等 テ使用 シタ

ル場合ガ最モ優秀昌シテ食晩濃度之 ヨリ減少 ス

ルニ從 ヒテ凝集反慮慣モ低下スルテ示 ス。而 シ

テ蒸溜水 テ以 テセルモノが最モ劣 ル(第3表 参

照)。

尚又結核菌磨潰乳剤 テ抗元 トスル場合二墨 聖生

理的食勲水使用 二依 リテ菌 ノ自毅性凝集 テ惹起

スル故テ以テ葡萄糖溶液或ハ「グリセリン」葡萄

糖溶液テ使用スルモノアルテ見ル。余ハIO%葡

萄糖溶液及 ピ之二5%二 「グリセリン」テ添加 シ

第4表

タルモ ノ等 ラ以 テ凝集反慮 テ行 ヒタルニ生理的

食竸水 テ以 テスルモノ昌比較 シテ遙 力昌劣 レリ。

第 三 節 「ヵ ノレボ ー ノレ」濡 加

ト結 核 凝 集 反慮

余 ノ菌液 ハ其 ノ腐敗 ラ防止 スル爲 メ ト殺菌 ノ目

的 テ以 テ0.5%ノ 比 二Merckノ 「カルポール」

ラ添加 シタル ガ故 昌勢 ヒ「カルポー ル」含有 々無

ガ凝集反慮 昌及 ボス影響 デ知 ラン トシテ0・5%

ノ割 合 昌「ヵルポール」ヲ含有 セ シメタルモ ノ ト

全然 「カルボー ル」ラ添加 セザルモ ノ トラ使 用 シ

テ凝集反慮 ラ比較封照 シタル昌「カルポール」添

加 二依 リテ結核凝集反慮 二何等 ノ影響 アルラ認

メザ リキ(第4表#照)。

「カルボール」添加有無 ト結核凝集反慮

一

血清別 菌 液 別
凝 集 反 慮 菌液

箋順
血清
封照

_一 一__曽 薗 一一 一 一一}

1:5・11:…1 1:2・・1・:姻1・:8・ ・1

一 　層一一

1:㈹ ・:3刎
一

結核免
疫家兎
血 清
(1)

「カル ポ ー ル」

含有 菌 液
柵 柵 帯 柵

一一 唖

榊 什 十 一 一 一

「カル ボ ー ル」

非 含有 菌 液
●, ,, ,9 ,, ,, ,, ,, ,,

一

,●

(皿)

,, 柵 柵 柵 帯 朴 十 ± 一 一 一

,, ●● ,, ,● ,9 ,, ,, ・9
・

● ● 一

　

第 四節 「アノレヵ リ」度 ト結

核凝集 反慮

既二第三章二述ベタルガ如ク余 ノ抗元菌液ハ之
　

ラ 「フェノー ルフタ レン」テ試藥 トシテ弱 「アル

カ リ」性、 「リトマス」試験紙 ニモ同様 弱 「アル

カ リ」性 ヲ示 ス如 クニ修正 テ施 シタルラ以 テ「ア

ル カリ」度 ト凝集反慮 トノ關係 ラ知 ル 必要 テ感

ジ第5表 二表 ハ シタルガ如 ク食盤水 二苛性曹達

水溶液 牙加 ヘテ強 「アルカ リ」性 トナ シタル モノ

テ蒸溜水 テ以 テ順次倍撒稀葎 テ行 ヒ之 二菌液 テ

加 《・24時 間37。Cノ 卿卵器 中二放 置 シテ「アルカ

リ」度 ガ抗元菌液 二及 ボ ス影響 テ検 シタル昌「フェ

ノール フタ レン」二強 「アルカ リ」性 テ 示 シ赤

色 「リ トマス」試験紙 テ直 チニ青攣 スル 程度 ノ

「アルカ リ」度 二於 テハ菌 ノ凝塊沈澱 テ生 ジ「フェ

ノール フタレン」二弱 「ア ル カ リ」性即 チ 中等

度赤色 テ呈 シ赤 色 「リ トマ ス」試験紙 テ投 入ス

ルモ直 チニハ青憂 セザル モ ノ以下 ノ「アルカ リ」

度 二於 テハ菌 ノ凝塊沈澱 スルガ如 キ コ トナ シ。

余 ノ使用 スル 菌液 ハ 「フェノール フ タ レ ン」二

弱 「アル カ リ」性 テ呈 スルガ 如 ク修正 テ 施 シタ

ルモ ノナルモ食盤水1.Occm二 封 シテ其 ノ0.25

ccmテ 加 ヘテ37℃24時 間放 置後 ニハ同試藥 二

封 シテ極微 弱 ノ「アルカ リ」性乃至 中性 テ示 スモ

ノニ シテ勿論 「アル カ リ」度 ノ爲 メニ菌 ノ凝塊 テ

生 ズルガ如 キコ トナ ク實験 ニハ常 二食盛水加抗

元 ノ封照 テ置 キテ異状 ナキ テ検 セ リ。

余 ハ又 「ツベル クロス トロ ミン」ラ使用 シテ其 ノ

「アルカ リ」度 二封 スル影響 テ同様 ノ方法 ノ下 子

實験観察 シタルニ該抗元菌 二於 テモ「アルカ リ」

度 二封 スル菌 ノ凝塊性 ノ關係ハ余 ノ菌二於ケ〃

場合 ト全 ク同様 ナ リ。
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第5表 「ア ル カt)」度 ノ菌 液 二及 ボ ス影 響一

試験管番號 1}21314 5 61718
-,}一 『一一

■●

ノ
生 理 的
食 璽 水

-■一甲　層 一画一▼「一一國一■一 一-■ ■9噛P『,一 ●

1,8cc 1.0㏄

1,Occ.

/一 フ

}騨}-

9●

ノ

,1

ノ

一

,,,9

L
/

・●,,

z_
/

・-一 ■一■國■噂閣h■一 一-一 臼「-■ 噸r-一_ ,_一 ●開

,・ ・D

/
・●,,

/

10
}},}

9,

ノ ＼
1%NaOH

水 溶 液
/0
,20c

/ / / /
一
/

一H
.K.抗

元
0.25cc ,● D● ,, "「 ●D ,, ,, 9,

一 一 一 一 ▼ 曹__

→ 菌 ノ 凝 塊 沈 澱 ヲ 生 ズ ←

37。C24時 間 艀 卵 器 中 放 置

結 果

一 一___},_

→

_一 一■■一一■■■薗一 一 一一一P● 一■閲一■脚」●一■齢一幽 賢一咽■o■苧●4■ト4■ ■■■一」一 一 一

菌 ノ 凝 塊 勃ヒ澱 ヲ 包忽 メ ズ ←

「アル ヵ り」

度
一1;煽 詔 タ"」 二弧 一→ 「フ暑ノー ル フタ レ ン」二弱 或 ハ極 ←徹 弱

ノ「ア'レカ リ」性 以 下

註、H.Kハ 余ノ抗元。

第五節 結 核疑集 反慮 二於 ケ〃

被凝 集性物 質 ノ加 熱 二依 〃影響

凝集反慮二於ケル被凝集性物質 ノ熱 二封 スル關

係ハ細菌 ノ種類二依 リテ各々多少ノ相違 アリー

般二熱 二封 シテハ相當二抵抗力強 ギガ如 ク佐藤

氏(28)二依 レパ「コレラ」菌 二於 テハ100℃ 二加熱

セラル・モ尚其 ノ被凝集性 テ保存 スルニ反 シ

「チフス」菌ニテハ65℃ ノ加熱 二封 シテ銑二甚

シク被凝集性テ消失スルラ見ル ト。

余ハ結核菌饅 ノ被凝集性 ト加熱 トノ關係テ知 ラ

第6表

＼
1。0㏄

ントシテ余 ノ菌液 テ以 テ加熱 セザ ルモ ノト之 ラ

60。C,70。C、80。C,90。C、100。Cノ 如 ク10。Cノ 間隔

テ以 テ各 々30分 間宛浴槽 中 二加熱 シタルモ ノ

等 ラ使用 シテ凝集反慮 テ比較實験 シタル ニ第6

表 二見 ラル ・ガ如 ク加熱 セザル菌液 中 ノ結核 菌

ハ其 ノ被凝集性最 モ良好 ニ シテ60℃30分 間 加

熱 二依 リテ僅 カニ害 セ ラレ更 二加熱 度 ノ上昇 ト

共 ニヨ リ張 ク害 セラル ・テ 認 メ100。C30分 間

ニ シテ著 シク減弱 ス。而 シテ100。C1時 間 加熱

二封 シテハ30分 間加熱 ノモ ノ ト同一程度 ナ リ。

被凝集性物質ト加熱トノ關係

血清

結
核
免
疫
家
兎
血
清

(1
)

顛
＼
博
㎜非 加 塾
60。C30分

70℃,,

80℃,,

90℃,,

100℃

(∬)

1:1001:2001:4001:800

柵 柵 州 柵 柵

柵 帯 帯 柵 什

一:32…:M・ ・1,:meeQl1・25CeO

¶

什1+1±

柵 柵 帯

十}十

十十 十

十十 ±

了
=半「一 一『

十 ± ±

± ± 一

± ± 一

1非 加 熱i惜 帯 柵 什1+

60。C30分 帯

70℃,,

80。C,,

90℃.,

100℃,,

帯

什

惜 柵 十十 ± 一

4十 十十 ± 一
一

十十 十 一 一 一

十十 十 一 一 一

,一一一一

一+± 卜 一

】:512eo 抗元
封照
血清
封照
　-1

十

」
一1

十
一ー

一1-1一
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第1圖 被凝集性物質 ノ加熱SC1・

凝集反晦償 トノ開係曲線

汚繊

!'廊

1亀刀

1%4

/:sa

/:44

/;ra

蒙!:〃

↑慣加轍 疏 襯 競薦
一___一 陶一し

結局余 ノ菌液中ノ結核菌二就キテ被凝集性 ト加

熱 トノ關係ラ實験 シタル結果ハ加熱セザルモノ

ニ於 テ被凝集性最モ良好 ニシテ60℃ ト100℃

間ノ加熱二封 シテハ加熱度 ノ上昇二反比例 シテ

被凝集性ハ殆 ンド直線的 二減弱ス。此 ノ關係 ノ

1例 テ曲線 ラ以テ表ハセバ第1圖 ノ如 シ。

第 六節 凝 集 反慮 阻 止現 象 昌就 テ

菌 ラ以 テ動物 テ免疫 スルコ トニ依 リテ得 タル強

度 ノ凝集慣 ラ有スル抗血清ハ其 ノ稀繹度濃厚ナ

ル所 二於 テハ凝集反慮陰性 ニシテ適度 ノ稀繹度

二於 テ初 メテ陽性テ示 ス所謂Proag91utinoide

第7表

ノ存庇 スルコ トハ周知 ノ事 ニシテ余ハ結核凝集

反慮 ノ實瞼 昌於 テモ此 ノ現象 ラ認 メタリ。又慶

集反慮阻1L現 象 トシテ此 ノ外a補 襯昌依ルモノ.

ガ知 ラル・慮 ニシテ土岐氏伽)昌依 レバ新鮮血惰

ノ凝集阻止作用ハ56。C30分 間加烈非働性 トス

ルカ或 ハ血箭ラ永 キ時 日二亙 リテ放置スレパ此

ノ阻止作川 ガ泊滅 スルモノニシテ此 ノ阻止作用

ガ血蒲中「グロブリン」屑二原因 スルモノナリト

セラル。

余ハ結核凝集反慮試験 二於テ抗血清(家 兎)及 ピ

健康家 兎血清二就 キテ新鮮 ナル血清 卜56℃30

分間浴槽中二加熱非働性 トナシタルモノトニ於

ケル凝集反慮 ラ比較封照テ試 こタルニ560C30

分間加熱非働姓 トナシタルモノハ働性血清 ヲ使

用 シタル場合二比較 シテ凝集反慮 ノ現ハル ・コ

ト早 ク且ツr般 二菌 ノ凝集塊著明ナルテ認 ム。

然 レドモ働性血清ラ使用スルモ37。C24時 間後

二於ケル凝集償ハ非動性血清テ使用スル場合 卜

殆 ンド差異ナキガ如 シ。第7表 二凝集反磨阻止

現象 ノ2例 テ掲グタリ。即 チ免疫血清二於 テハ

所謂Proa991utinoideト 働性血清 ノ凝集阻IL

現象 トガ同時 二窺ハ レ健康家兎血清 ノ場合二於

テハ働性血清ソ凝集阻止現象ラ示ス。

凝集反磨阻止現象

血 清 別

兎
血
清

免
疫
家

兎
血
清

健
康
家

働 性

非働性

働 性

非働性

結 核 凝 集 反 懸 抗元

・・1・1・・2・1・:4・1・:8・1・:・6d・ ・32d…401・ ・剛 ・:2叫:5・2・ 鰯

一 ドー 什
一
柵 柵

+
耳

什

柵

+
『

±

十

帯

柵

柵

帯 帯 ÷1÷÷ト
一 一

一

一 一

一

一 一一

一

一

一
一

血清
i野照

も

シ

　

ズ

わ

燃
議

曹

嚥

藁

ゆ
携

功

糠
讐

欝

欝
鍮

灘

撒
霊

鞠

撫

ニ

　

カ

バ

テ

　

　

　

　

テ

リ

靴

繍

魏
蓬

ノ

、

成

56

70

書

熱

可

一

一

成

温

テ

55

65

二封 シテハ極 メテ鋭敏ナ リト。吉田氏圃二依 レ

バ凝集素破壊 ノ温度ハ化膿性葡萄獣球菌免疫血

清 ノ65℃ ヨリ普通大腸菌 ノ85。C二 至ル。

扱 テ結核凝集素 ノ性質二關 シテハ文献 二散見ス

ル慮ナルモ余ハ結核凝集素 ト加熱 トノ關係 テ知

ラントシテ健康家兎及 ピ山羊二於ケル結核正常

凝集素、結核冤疫家兎、結核家兎、結核患者血
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清 等 二就 キ テ實験 ラ施 行 セ リ。

、(一)結 核正常凝集素 ト加熱 トノ關係

Wassermann,Scheller及 ピEisenberg氏(sl)

等 昌依 レバ正常凝集素 ハ他 ノ抗禮 二於 ケル ト同

様 二免疫凝集 素 卜identischノ モ ノナ リトセラ

ル。而 シテ結核正常凝集素=關 シテハRomberg

氏⑳)ハ56。C二 於 テ破壌 セ ラル ・モ ノ ト報 ジ又

Romberg,Ruitinga(s3)氏 等 及 ピForment氏 ハ

初生見 二於 テハ結核凝集反慮陰性 ナ リシラ述べ

結核二罹 患 スル コ ト稀 レナル馬 血清 ハ高度 ノ正

常凝集素 テ有 スル テ記載 シKoch氏 二依 レバ

10頭 ノ馬血清 中8例 ハ25倍 二b2例 ハ50倍 二

反慮陽性 ナ リシ ト。 而 シテThellung氏(34・)ハ

56。C1時 間 ノ加熱 ニ シテ最 早反慮 セザ リキ ト。

余 ハ健康家兎及 ピ山羊血清 二就 キテ結核正常凝

第8表

集 素 ラ検 シタル昌艘重20009前 後 ノ健康家兎9

頭 中3頭 ハ血清稀繹倍 撒10倍 二、4頭 ハ20倍

=、2頭 ハ80倍=陽 性反慮 テ示 セ リ。而 シテ年

齢3歳 ノ山羊血輌 二於 テハ320倍 二陽性 二反慮

セ リ(何 レモ56℃30分 間加熱非働性血情=依

ル)。

今家 兎 ノ3頭 及 ピ山羊血惰ラ 浴槽 中a種 々 ノ温

度 二加熱 シタル各 々二就 キテ結核凝集反慮 ラ比

較實験 シタルニ健 康家 兎及 ピ山羊 ノ結核正常凝

集素 ハ56。C1時 間 、60℃30分 間 乃至1時 間

ノ加熱 二依 リテ殆 ン ド影響 セラル ・テ認 メザ ル

モ65。C30分 間 加熱 二依 リテ破壊 セラル ・虎 多

ク70。C30分 間 ニ シテ殆 ンド線 テ破壊 セ ラレ

80℃30分 間加熱 二依 リテ・・完全 二破壌 セ ラル

(第8表 参照)。

結核正常凝集素 ト加熟 トノ關係

實験 動物 健康家兎血清No.4(膿重1900
9♂)

健 康 家 兎血 清o・5(

儘 重1750g♂)'

巌 轡 ・,S1・:・・回 一 帥:・6・,・1・:・-1--6・
56℃30分 柵4十 十 ± 一一 一1柵 柵 柵 十十 十 一

,,1時 間 帯++十 ± 一 一 柵 帯 柵++十 一

60℃30分 柵 十十 十 ± 一一 一 柵・ 柵 十冊 十十 十 一

"1時 間 柵 什 十 ± 一 一 柵 帯 帯++十 一

65。C30分 十十 ± 一 一 一 一 →十 十 十 一 一 一

70℃30分 ± 一 一 一 一 一 十 一 一 一 一 一

80。C30分 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

健康家兎血清Nα6(盟重2100
9♂)

健 康 曳げ 血 清 各抗

血元

圃圃蝋1:5 1:10 1:20 1:40 1:80 1:160 1:5 1:10 1=20 1:40 1:80 1:160

柵 帯 什 十 ± 一 柵 帯 柵 什 什 十 十 一

一

柵 柵 甘 十 ± 嗣 柵 柵 柵 什 什 十 十 一

柵 帯 什 十 ± 一 帯 柵 柵 什 什 十 十 一

柵 柵 什 十 ± 一 柵 柵 柵 什 什 十 十 一

什 十 ± 一 一 一 什 十 ± 一 一 一 一 一

± 一 一 一 一 一 ± 一 一 一 一 一 一 一

一
一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

(二)結核免疫凝集素 ト加熱 トノ關係

結核免疫家兎、結核家兎及 ピ結核患者血清等二

就キテ結核凝集素 ト加熱 トノ關係 テ検 シタリ。

而 シテ家兎第1號 ハ約80mgノ 人型死菌テ腹腔

内二注射 シテ約2ケ 月間テ経過 シタルモノニシ

テ第3號 ハ生牛型菌10mgラ 静 脈 内二接 種 シテ

35日 間 テ経過 シタルモ ノニ シテ第4號 ハ生人型

菌約10mgテ 静 脈 内 二接種 シテ1週 間 目 ノモ ノ

ナ リ。菊 ○、堀 ○、石○ ハ何 レモ著明 ナル肺結

核 患者 ナ リ。
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實験 ノ結果 ハ第9表 昌見 ラル ・ガ如 ク家 兎第1

號 、3號b4號 二於 テハ600C1時 間 ノ加熱 昌

依 リテ其等 ノ凝集素 ハ何等 ノ影響 ラ葱 ラザル モ

65。C30分 間 ニ シテ極軽微 二 影響 ラ受 ケ70。C

30分 間 ニ シテ梢 届凪ク破壊 セ ラレ75。C30分

ma=.シ テ殆 ン ド臆 テ破壊 セ ラレ800C30分 間 昌

シテ完全 二破壌 セ ラル。結核患者血情 二於 テハ

60℃1時 間加熱 二依 リテハ 影響 ラ票 ラザルモ

650C30分 間 ニ シテ稽t弧 ク破壌 セ ラレ70。C

30分 間 ニ シテ殆 ンド全部破壌 セ ラレ800C30分

間 加熱 二依 リテ完全 二破壊 セラル。

今 結核凝集 素 ト加熱 トノ關係 テ分 リ易 ク1例 テ

曲線 テ以 テ表 ハセバ第2圖 ノ如 シ。

家 兎 二於 ケル結核正常凝集素 卜免疫 凝集 素 トニ

就 キテ加熱 二封 スル性質 テ比較 スルニ(第8表

第9表

及 ピ9表 嚇照)家兎=於 ケル精核正常凝集素ハ

650C30分 間加熱 昌依 リテ梢 蜴星ク破壊ラ蒙ル

モ免疫家兎血澗ハ65℃30分 加熱 昌依 リテハ殆

ンド影響 ラ受ケザルカ或ハ極軽微 ノ破壊昌止マ

リ後者ハ前者 ヨリモ耐熱性ナルガ如 シ。而 シテ

結核患者 昌於 ケル結核凝集素ハ家兎昌於ケル免

疫血消 ヨリモ易熱性 ナルガ如 シ。余ハ又健康 卜

思ハル ・成人血惰撒例 二就 キテ其 ノ結核凝集粛

ト加熱 トノ開係 ラ検 シタル昌結核患者昌於 ケル

場合 ト略1同 様 ナルモ唯結核患者血情ハ70℃

30分加熱 二依 リ尚凝集棄ヲ残存 スルモ健康人 ノ

凝集素ハ70℃30分 間加熱昌依 リテ完全 二破壌

セラル・モノ・如 ク10倍 血清稀稗=於 ケル凝

集反慮 ハ悉 ク陰性 二終 レリ。

結核免疫凝集棄 ト加熱 トノ關係

血
清
一

家

兎

第

1

號

訳 慣1:10 1:20 1:40 1:80 1:160 ㎜i…:=-i一
一 　}}

56℃301 柵 帯 什 十 一 一 一 一

60℃60ノ 榊 柵 什 十 一 一 一 一

65℃30ノ 柵 什 十 ± 一 一 一 一

70℃,, 十十 十十 十 一 一 一 一 一

75℃,, 十 ± 一 一 一 一 一 一 一

80℃., 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一

家

兎

第
3

號

56℃3σ 柵 柵 柵!帯 什 什 十 一
o-

'60℃60'
柵 柵 柵!柵 什 什 十 一

'65℃30,
柵 榊

!榊1柵

1

'・十十
→+i十 。 一

70℃,, 帯 柵 ++[什 匪 十 一1一 一

75℃., 十 十 。 十 。 十 。

『

一 一 一 一 一

80℃,, 一 一 一1一 一 一1 一 一 一

家

兎

第
4

號

56℃30ノ 柵 帯 柵 十十 什 十 _1_
「

60℃60, 帯 柵 柵 什 督 十
欄一!一

65℃30, 柵 柵 帯 督 什 十 一 一

.70℃
,, 十 ± 一 一 一 一 一 一

75。C,, ± 一 一 一 一 一

80℃., 一 一 一 一 ≡i≡i≡ 1-1一

菊

O

l

56。C30ノ 柵 柵 帯 柵 什 什 什 ±

60℃60, 柵 帯 帯 帯 什 什 什 ±

65℃301 柵 柵 柵 十 十 一 一 一

70℃,, 什 十 一 一 一 一 一 一

75℃,, ± 一 一 一 一 一 一 一 一

80℃., 一 一 一 一 一 一 一 一 ロ ー

堀
56℃30' 柵 惜

柵

帯 柵 什 十 十
1

十 。

60℃60ノ 惜 柵 柵 督 十 十 ±
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＼

○

65℃30' 朴 十 士 一

一P『 　 一

一

一 一〇
一

一 一}　 1-

一

一

一

一 一 一　

一70℃,, 十 十 一 一
一一 一

一

■一 一 一

75℃,.げ 十 ± 一 一 一 ●■■L● 一 一

80℃., 一 一 一 ■■■■9 一
一

■■■ ■騨 一 一

一 一

■■国9

石

○

56℃30ノ 柵 榊 柵 惜 柵 十十 什 十

60℃60ノ 柵 柵 柵 柵 柵 十十 十十 十

65。C30' 柵 帯 帯 十 十
輔脚一_騨.」

一

士 一 一

70℃., 朴 十 一 一 一 一 一

75℃ 鱒 十 。一 一
一

一 ■ 一 一 一 一 一 一 一

80℃., 一 一 一 一 ■一 幽 一 一
1

各血清及抗元封照 一

註、○印ハ反感度精 ζ微弱 ヲ示ス。

第2圖 結核凝集素 ト加熱 トノ關係曲穣

み伽

み〃

'1 ・3M

/魏

/:〃

/:40

/:〃

凝

↑番,x6τ 〃x6sec〃 τzπ 耽
1加 熟度一r>

第八節 菌株 及 ピ培養 日敷

ト凝集 反雁

一般 二凝集反慮用 トシテ使用スル抗元 ハ菌株 二

依 リテ著 シク其 ノ抗元性二良不良 ノ存在 スルハ

周知 ノ事 ニシテ結核菌 ノ如 ク攣移性二富ム菌 二

於テハ勿論菌株二於テノミナラズ同菌株 ト錐モ

培養條件二依 リテ凝集反慮抗元 トシテ適不適 テ

生ズルハ容易二思考セラル ・虎 ナリ。

余ハ「アルカ リ」卵黄蛋白水培養基中二培養 セラ

レHoMogene二 褒育 テナスニ至 リタル3株 ノ

人型筒 ノ30日 間培養菌 テ以テ結核免疫家兎血

清二就キテ凝集反慮 テ比較責験テ行 ヒタルニ是

等3殊 ノ抗元性能働力ハ殆 ンド皆伯仲 シ何 レモ

優秀ナル成績 テ示 シタリ。

今以上ノ3株 ノ結核菌 ノ菌型及 ピ染色上 ノ性質

二就キテ観察 スレバ是等 ノ結核菌ハ皆類似 セル

菌型 テトリー般 二短型 ニシテ短桿菌、穎粒性(殆

ンド皆所謂「ヂフテロイー ド」型)短 桿菌及 ピ圓

形、擶圓形等種々ノ穎粒等 ヨリナル。染色的 ニ

ハZiehl-Neelsen染 色ニテE號 ハ抗酸性 二乏 シ

キモノ或ハ全 ク非抗酸性二染色サル ・結核菌 テ

混在 シ他 ノ2株 ハ殆 ンド全部抗酸性ナ リ。而 シ

テ余 ハ既二記載 シタルガ如 ク余 ノ「アルカリ」卵

黄蛋白水培養基中二培養セラレタル結核菌ハ殆
ンド菌株 二例外ナク所謂粘液集落 テナシ適當ナ

ル培養方法 二依 レバ途二均等二蛋育 スルニ至ル

モノニシテ斯 クノ如 ク螢育状態 二於 テ既二定型

的結核菌 ノ其 レト趣ラ異ニスルガ故 二染色的二

抗酸性テ尚保有 スル ト錐モ其 ノ被膜 ノ性質 二於

テハ大 二異ナリタルモノナリト思惟ス。結局余

ハ結論 トシテ此 ノ培地中二Homogene二 褒育

スル状態 二到達 シタル結核菌ハ悉 ク凝集反慮抗

元 トシテ優秀ナルモノナリト信ズ。而 シテ抗元

ノ被凝集性テ左右 スルモノハ菌株的相違 ヨリモ

寧 ロ同一菌株 二於 テモ培養 ノ出來不出來、培養

日敷等ガ關係 テ有 スルコト大ニ シテ余 ノ経験二

依 レバ37℃ ノ卿卵器 二30乃 至40日 培養 ノモ

ノテ良好 トシ其以上ノ培養ハ却 ツテ菌 ノ被凝集

性テ減退スルモノ・如 シ。

第九 節 結核 凝集 反慮 ト温

度及 ピ時 間 トノ關係

結核菌 ノ如 クー種特別ナル構造成分 テナセル細

菌 テ抗元 トスル凝集反庶 二於 テハ之二至適 ノ温

度 ト反慮終結マデニ要スル時間的關係 ガ存在 ス

ルモノナルハ思考スルニ難 ラズ。

余ハ結核凝集反慮 ノ至適温度 テ知 ラントシテ結

核免疫家兎、結核患者等 ノ血清 二就 キテ夫々

37。Cノ艀卵器、室温(冬季3。C-13℃)及 ピ氷室
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内昌24時 間放 置 シタル 後各 々場合 二於 ケル凝

集 反慮度及 ピ凝集 慣 テ比較 シタル 昌37℃24時

間 放置 ノモ ノハ管底 二生 ズル凝集塊最 モ箸明 昌

シテ室温及 ピ氷室 内 二於 ケルモ ノハ梢 婦白仲 セ

ル結果 ニ シテ37。Cノ モ ノ昌比較 シテ劣 ル ラ見

ル。尤 モ室温 ナル モノハ季節 昌依 リテー定 セザ

ル不便 アリ余 ノ賞隙 テ行 ヒタルハ冬季 ニ シテ最

底約3℃ 最高13℃ ノ間 ナ レリ。廻 昌凝集償 二就

キテ観察 スルニ24時 間放 置後 ノ成績 ハ 結核患

者血清 二於 テハ37。C、 室温、氷 室内共殆 ン ド同

一凝集 慣 テ示 シタルモ免疫血清 二於 テハ37。Cノ

第10表

モ ノガ最高慣テ示 シタリ。第10表s其 ノ3例

ラ掲ゲタリ。

余ハ叉結核凝集反慮 二於 ケル反慮完結 マデ昌要

スル時間的關係 チ槍シタル昌37。Cノ 卿卿 器中

昌放置 シタルそノト難モ少 クトモ20時 間以上

昌至 ラザレバ反慮完全 二完結 シテ凝集菌塊 ガ試

験管底a沈 澱 シ終 ラザルラ以 テ37。C24時 聞放

置後其 ノ結果テ判定スルテ至鴬 トス。37。C以下

ノ温度 二於 テハ温度 ノ低 キ程反慮 ノ表ハル ・コ

ト遇延ス。37℃ ノmlgil器中;24時 間以上48時

間放置スルモ最早反癒度拉 二凝集債不髪ナリ。

結核凝集反慮ト温度ノ關係
、

血

清
一-一

免兎
疫血
家清

'凝 瓢

温度
一 一 一 一

37℃

1:40

-}一
什

1:80

-}

帯

1:160 1:320 1:640 1:1280 1:25ω

}一 一,

十十

1:5120

}曹

十

1:10240

}}一

±

劉 照

酬 抗元
一 一

榊 帯 帯 柵
=

==騨

二室 温 什 什 督 十 十 十 ± ± ±

氷 室 什 朴 朴 十 十 十 十 ± 一 一 一

37℃ 帯 柵 帯 什 十 ± 一 一 一 一
一

一 一

一

室 温 什 骨 什 十十 十 ± 一 一 一

氷 室
37℃

什 什 替 什 十 ±
馬一 一 ■■一 ■一 一

小
全
○

㌘腸

○

帯 帯 榊 十 ± 一 一 一 一 一 一

室 温 朴 什 什 十 ・ ± 一 一 一 一
一ニ
ー

一

氷 室 十十 朴 朴 十 十 一 一 一 一 一

第十節 第 四章 二封 スノレ小括

余 ノ菌液 テ抗元 トセル結核凝集反態 ノ實験成績

テ記載 スルニ先チ結核凝集反慮二封 スル諸種 ノ

影響 二就 キテ實験 シタル結果 テ小括 スレバ

(1)一 般凝集反慮二於 ケル ト同様二結核凝集反

慮試験ハ0.85%生 理的食監水テ以テ行 フテ最

モ適切ナルモノトス。從 ツテ使用菌液ナルモノ

ガ全然食藍 テ訣除スルガ如キモノニ於テハ使用

菌液量テ徒 ラニ多 ク使用 シ爲 メニ生理的食盟水

ノ食盟濃度 テ稀繹ナラシムルガ如キ方法テ探用

スレバ凝集反慮テ惹起 シ難 シ。要スルニ食盟テ

訣除 スル抗元菌液テ以テ凝集反慮 ラ行 フ揚合ハ

必要ナル菌量テ含有 スル範園二於テ最小菌液量

・テ使用スルテ以テ最モ適當 トス。

(2)余 ノ菌液ハ0.5%ノ 割合 二 「カルボv・・一・…ル」

(Merck)テ 含有スルテ以テ結核凝集反慮 二及ボ

ス「カルボール」ノ影響 テ検 シタルニ0.5%二

「カルポール」テ添加 シタル菌液 ラ使用 スル コト

ニ依 リテ何等影響 サル ・虐 ラ認 メズ。

(3)余 ノ菌液 二「アル カ リ」(NaOH)テ 注 加 シテ
　

強 「アルカリ」性 タラシムレバ菌其 ノモノガ所謂

自螢性凝集 テ惹起 スルモノナリ。

(4)結 核擬集反慮二於テモー一般 ノ凝集反慮二於

ケル ト同様 二高度 ノ凝集慣テ有 スル結核冤疫血

清ハ其 ノ稀葎度低位 ノ虐 二於テ凝集阻止現象テ

表ハシ又新鮮ナル働性血清 テ使用 シタル場合 ニ

モ凝集阻止現象テ認メ56℃30分 間加熱非働性

トナシタル血清ハ此 ノ現象 テ表ハサズ且ツ働性

血清 ヨリモ反庶 ノ現ハル ・コト迅速ニシテ370C

24時 間後 ノ菌 ノ凝塊著明ナ リ。故 二結核凝集反

庶 二於テ使用 スル血蒲ハ56℃30分 間浴槽中二

加熱非働性 トナ シタルモノテ適切 ナリト思惟

スo

(5》結核凝集反慮二於 ケル抗元タル結核菌 ノ被
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凝集性 ハ加熱a封 シテ相當 二抵抗力張 キモ60。C

30分 間 ノ加熱 二封 シテ既 二僅 カニ影響 ラ受 ケ、

60。C以 上 ノ加熱=封 シテハ 温 度 ノ上昇 ト共a

強 ク其 ノ被凝集性 ラ害 セラ レ100℃30分 聞加

熱 二依 リテハ強度 二被凝集性 ラ潰失 スル昌至ル

ラ以テ抗元 タル菌液 ハ可及的加熱 テ避 ケタル モ

ノテ良好 トス。

故 ユ余 ノ菌液 ニハ0.5%ノ 割 合 二「カルボー ル」

ラ添加 シ防腐 ト殺菌 ノ目的 テ兼 ネ シメ抗元菌液

テ加熱 スル コ トナ ク使用 スル コ トベセ リ。

(6》ICr-Romberg.,氏 二依 レバ結核正常凝集素

ハ56℃ ノ加熱 二依 ツテ破壌 セ ラル ・モ ノ ト云

ハ レThellung氏 モ亦馬血清 ノ結核正常凝集素

ハ560C1時 間 ニ シテ最 早反慮 セザ リシラ報 ズ

ルモ余 ハ健康家 兎及 ピ山羊血清等 二就 キテ實験

シタル結果 ハ56。Cノ 加熱 二封 シテハ何等影響

テ蒙ル虎ナ ク60℃1時 間 ノ加熱 ニモヨク抵抗

シ65℃30分 間 ニ シテ初 メテ其 ノ大部 分ガ破壊

セラレ80。C30分 間 ノ加熱 二依 リテ完全 二破壊

セラレタ リ。

扱 テ余ハ結核正常凝集素 ト免疫 凝集 素 トノ間 二

加熱二歩}シテ何等 カノ差異ナキヤ昌注目シタル

モ爾者 ノ間二特記 スベキ相異貼 ラ見出 シ得ザリ

シモ唯家兎二於 ケル結核正常凝集素ハ65。C30

分間 ノ加熱 二依 リテ彊度昌破壊 セラル ・二反 シ

結核免疫家兎血満 ノ凝集素ハ同加熱 二依 リテ極

秘度二影響 ラ韻 リタルニ過 ギズ。又結核患者 ト

健康人 トノ間 二於ケル凝集素二於 テモ加熱=封

シテ特 二性質 ノ相異 スル貼テ認 メズ。

(7)余 ハ結核凝集反慮用抗元 トシテ結核菌々株

ノ良否テ知 ラントシテ余 ノ「アルカリ」卵黄蛋白

水培養基中二均等 二嚢育スルニ至 リタル撒殊 ノ

結核菌々液 テ以 テ抗元性 ノ良否 ラ比較實験 シタ

ルニ菌株的相異 ヨリモ寧ロ同一菌株二於 テモ培

養 ノ出來不出來及 ピ培養日撒等二支配 セラル ・

慮多 ク培養 日数ハ30--40日 間 ノモ ノテ最モ適

當 トス。

(8)結 核凝集反慮ハ反庶完結マデニ相當 二長時

間テ要 シ37。Cノ艀卵器中二24時 間放置後成績

ラ判定スルテ至當 トシ且ツ37。Cノ 温度 ノ下二

行 フラ至適 トス。

第五章 第一節 所謂健康人二於ケル結核凝集反慮

本實験二使用 シタル血清ハ常二余 ノ周園 二在 リ

テ生來健康 卜思ハル ・者、當病院 二健康診噺 テ

依頼 シタル者及 ピ胸部二何等 カノ苦痛 テ訴ヘテ

當病院ヲ訪 レタル者等 ニシテ理學的所見拉二

R6ntgen爲 眞撮影等 二依 リテ先 ヅ健康 ト思ハ

ル・者ナリ。

合計55例 ノ血清二就 キテ結核凝集反慮 テ行 ヒ

タルニ血清稀葎倍歎80倍 二陽性反慮テ示 シタル

者最モ多教 ニシテ40倍 之二次ギ20倍 以下 ノ陽

性ラ示 シタル者ハ遙 二少教 ニシテ160倍 以上 ノ

陽性反慮 テ表ハシタル者ハ其 ノ合計9例 ナリ。

今是等ノ健康者 ト思ハル ・者合計55例 二於ケ

ル年齢 ト凝集反慮償 トノ關係テ窺 フニ其等 ノ間

"一・定ノ關係ラ見出 シ得 ズ(第11表 参照)。

扱 テ以上 ノ所謂健康者ナルモノハ理學的所見拉

二R6ntgen像 上ヨリ先 ヅ健康 ト思ハル ・者ナ レ

ドモ勿論生物學的二非結核患者 ナリト断言 シ得

ズ。從 ツテ舷 二問題 トナルハ非結核患者 ナル者

二於 ケル凝集反慮慣即チ結核正常凝集債ナリ。

元來正常凝集素 ト免疫凝集素 トノ異同二關 シテ

ハ未グ定設ナク其 ノ制別モ甚ダ困難ナルモノ・

如 シ。余ハ是等雨凝集素 ノ加熱 二封 スル影響 二

就 キテ賞験 シタルモ殆 ンド其 ノ匠別 ト思ハル ・

モノテ認 メザ リシバ既 二前述 シタル慮 ナリ。然

シナガラ正常凝集素 ト免疫凝集素 トノ量的差異

ニハ明瞭ナル匠別 テ認 メ得ベキ理ニ シテ免疫凝

集素 ノ出現 テ知 ランニハ其 ノ患者 ノ正常凝集借

テ測定 シ是 ト其 レトテ互 二比較スルコトニ依 リ

テ其 ノ目的ラ達 シ得 ベキモ事實上力 ・ル事ハ特

別 ノ場合以外 ハ不可能 ノ事 二屡 ス。而 シテ正常
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凝集素量 ハ各個人 二依 リテ差異 アル《跡 モー定

ノ限界 デ有 スル コ トハ想像 スル昌難 カ ラズ。從

ツテ多撒 ノ健廉者 二就 キテ其 ノ正常凝集便 ノ限

界 ラ定 メ之 ト比較 シテ免疫凝集素出現 如何 ラ知

ルベ キモ結核性疾患 ノ如 ク慢 性縄 過 テタ ドリ而

モ治癒 シ易 キ傾向 昌 アル極初 胡 ノ状態 ニアルモ

ノニ於 テハ健康 ナルモ ノカ搬病 セルモ ノカ ノ刺

定 ∴困難 テ來 スハ常然 ノコ ト轟 シテ健康者 ト見

倣 シタルモ ノ・内昌モ所 謂見懸上 ノ健康 者 テ含

ム コ ト又必 ズ シモ少 シトセズ。 況 ンヤ既 二結核

感染 テ縄過 シタル成年 二於 テ 才ヤ ト云 フベ シ。

故 二結核 二封 シテ眞 二健康 ナル者 ノ正常 凝集 慣

ラ決 定 スルハ少 カラズ困難 ナルモ ノナ リ。然 レ

第11表

ドモ今是 ト反封昌臨休上明力昌結核患者ナリト

認ムペキモノ・凝集慣 チ測定 シ是 ヨリ才シテ健

康者 ノ正常凝集便チヨリ正確 昌判定スル手段 ト

ナ シ得ル。斯 カル見界テ基調 トシテ所謂櫨康者

蛇昌結核患者(後Pt)a於 ケル結核凝集反慮實験

ノ結果 テ綜合批判 シテ160倍 血情稀葎;反 慮陽

性ラ示 スモノラ以テ活働性結核 ノ存在テ疑 フ昌

足ルベク其以上 ノ凝集儂デ表ハスモノハ明力昌

活働性結核 ノ存在テ噺定 シ得 ルモノト信ズ。

今凝集慣160倍 或 ハ其以上テ示 スモノヲ活働姓

結核 ノ存在スルモノトスレパ本凝集反慮 ハ余 ノ

検査 シタル所謂健康者=封 シテ約16%ノ 陽性

李 ラ示 ス。

所謂健康人二於ケ'レ結核凝集反慮

鹸 反劇1:・ ・[剛1叫 ・釧 ・・16・1・訓 ㈱

年

齢

別

10-20 2 3 6 9 3 1

21-30 2 6 8 3

31-40 3 4 1 1

41一 以 上 1 2

合 計 2 5 16 23 7 1 1

第 二節 結核 患者 二於 ケノレ

結 核凝 集 反慮

當病院外來及 ピ入院患者 ニシテ臨休上明カニ肺

結核患者 ト診断 セラレタル61例及 ピ肋膜炎患者

16例(内5例 ハik性肋膜炎患者)合計77例 二就

キテ凝集反慮テ行 ヒタルニ凝集債160倍 或ハ其

以上ラ示 シタルモノハ67例 ニシテ他 ノ10例 ハ

40乃 至80倍 ノ凝集償ラ示 シタリ。今此 ノ40乃

至80倍 ノ凝集慣テ示 シタル10例 ニツキテ観察

スルニ其 ノ内2例 ハ初期喀血 ノ患者ニ シテ2例

ハ臨 休上治癒 セル状態 二在ル早期浸潤 、3例 ハ

冶癒 セル肋膜炎患者ナリ。而 シテ是等10例 中9

例ハ其 ノ補艦結合反磨陰性ナ リシモ乾性肋膜炎

中凝集債40倍 テ示 シタル1例 ハ臨休上殆 ンド

治癒 セルモノト思ハル ・モノナ リシモ其 ノ補盟

結合反慮ハ強陽性 二表 ハレタリ。晩期型肺結核

患者中凝集債2580倍 ナリシ1例 ハ 腸結核 テ合

併 シ重篤患者 ニシテ補膿結合反慮陰性ナルニ拘

ラズ凝集反慮高度 ノ陽性 テ示 シタル1例 ニシテ

他ハ悉 ク補艦結合反慮陽性者 ナリ。爾結核凝集

反慮 ト補禮結合反慮 トノ關係二就キテハ後蓮 セ

ントス。

以上 ノ77例 二就キテ・・悉 クR6ntgen真 眞 ノ撮

影ラ行 ヒタルテ以 テR6ntgen像 上 ヨリ凝集反

慮 ノ結果テ観察スレバ第12表 ノ如ク晩期型肺

結核二於 テハ早期型 ノモノヨリ凝集債一般 二高

位ニシテ滲出性 ト増殖性 トノ間ニハ凝集債二著

明ナル差異アルテ認 メザルモ極高度 ノモノハ増

殖性型 ノモノニ存在 スルガ如 ク滲出性ナル ト壇

殖性ナル トニ拘 ラズー般二病竈範園 ノ廣汎 ナル

モノ程其 ノ凝集償高度ナルラ認ム。

扱テ今是等肋膜炎テ含 ム肺結核患者77例 二於

テ凝集債160倍 或ハ其以上 ノモノテ活働性結核

ガ存在 スルモノトスレパ本凝集反慮ガ活働性結

核患者62例 二約93%ノ 陽性李 ラ示 ス。叉19例

ノ早期型 ノモノニ於 テハ活働性 ト思ノ↓ル ・モノ

ニ約84%、37例 ノ粟粒結核ラ含ム晩期型肺結

核患者 二約95%ノ 陽性卒ナリ。
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第12表 結核患者ノ凝集反慰

凝集反感償

「レyト ゲソ」像
1:40 1:80 1=160 1:320 1:640 1:1280 1:2560 1:5120 1:10240 1:20430

初感染病竈 3
一{

肺門淋巴腺腫脹
1

1

滲出性早期穫潤 211 2

増殖性早期渡潤' 14 3 1 1 1

硬化性早期漫潤 1 3

1

2

滲出性晩期型肺結核 1 1

下

4 111 2

壇殖性晩期型肺結核 6 44 1 1 1一
硬化性晩期型肺結核 「 1

血行性撒布
(粟粒結核ヲ含ム) }

1 1 2

氣1管枝性撒布 i

1

●

1}

肋膜炎 2 25 3 3
:13 1

第三節 結 核凝集 反慮 動物實 験

余ノ使用スル抗元ガ全 ク結核 二特異性ナル事ラ

謹明シ併 セテ其 ノ優秀性ラ知 ラントシテ生結核

菌テ接種 シタル海瞑及 ピ生或 ハ死菌テ接種或ハ

注射シタル家兎等 ノ血清 ノ凝集債上昇 テ検 セ

リ。賞験 二使用 シタル各動物ハ菌接種或ハ注射

前二探血 シテ豫 メ其 ノ結核正常凝集慣テ検 スル

コト・セリ。

(1)海 猿二於 ケル實験

海猿ハ激匹 テ1群 トシテ雑居 セシムルテ以テ雌

雄 ノ混在ハ妊娠等 二依ル實験上不郡合 ノ場合ラ

生ズルテ以テ悉 ク雄 テ選ベ リ。

盟重2009前 後 ノ健康海狽10頭 テ5頭 宛2群 二

分 チタル後各Uリ 心臓穿刺二依 リテ探血 シタ

ル血清二就キテ實験前 二於ケル結核正常凝集素

ノ状態 テ検 シタルニ10頭 中9頭 ハ 血清稀葎倍

敷5倍 二凝集反慮陰性ナリシモ唯1頭 二5倍 二

陽性反慮 ラ示 シタリ。探血後1群 ニハ熊切菌株

生菌1/10mg、 他群ニハ1/100mgラ 夫々下腹

部皮下二接種 セリ。

余ノ實験當初 ノ目的ハ菌接種後2週 乃至3週 目

二再 ピ探血 シテ其 ノ凝集債テ測定セント企 テタ

ルモ實験 二供 シタル海猿ガ小ナリシ爲メ探血 二

依ル後出血 ノ爲 メ探血直後或 ハ激 日ニシテ死亡

スルモノアリ又時恰モ 昭和11年1月 ノ事 ニシ

テ獄1σ年來 ノ寒氣 ～爲iメ凍死スルモノ績出 シ

同時 二又他 ノ細菌二依ル敗血症 ガ其 ノ死因テナ

セルモノ等 アリ。斯 クシテ菌接種後3週 目前後

二探血 シテ凝集反慮テ行ハ ントシタル余 ノ當初

ノ目的通 リ生存 シタルモノハNo.8/1頭 ニ シ

テ、No.7ハ 菌接種後2週 目二死 二瀕 シタルテ

以テ直チニ探血 シ其 ノ凝集反慮 テ行 ヒタルニ血

清稀繹5倍 二陰性ナレリ。No.8ハ 凝集償40

倍テ示 シ實験前 二比較 シテ明カニ凝集素 ノ産生

テ認ム(第13表 参照)。

斯 クシテ生菌接種 二依ル海狸第1同 ノ實験ハ目

的 テ達セズシテ死亡 シタルモノ多カリシ爲メ重

ネテ200g前 後 ノ健康梅猿10頭 ラ2群 二分チ前

同同檬探血後牛型生結核菌接種 テ行 ヒ菌接種前

後二於ケル凝集反慮 テ比較實験 セントシタルモ

今同モ亦前同 ト同様 ノ原因テ以テ死亡スルモノ

多激ニ シテ結局目的ラ果 シ得 タルモ ノハ10頭

中僅 カニ3頭 ナ リシモ何 レモ凝集素 ノ産生テ謹

明 シ得 タリ(第13表 参照)。

以上ノ如 ク盟重200g前 後 ノ海狼 テ使用シタル

モ十分其 ノ目的 テ達 シ得ザ リシテ以テ余ハ更二

禮重300乃 至3509前 後 ノ前同ヨリハ大ナル海

狽10頭 テ2群 二分 チ第1群 ニハ熊切菌株生菌

1/100mg、 第2群 ニハ1/10mgテ 下腹部皮下二

接種 シテ菌種接前後 二於 ケル凝集反慮 テ實験セ

ントシタルモ前同同様 ノ原因テ以テ死亡スルモ

ノ多 ク菌接種後僅カニ2週 目二探血 シ得 タルモ
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弟13表 紹核動物(榔狽)ノ締核凝集反慮賀験

摩 嘲 舳 名離 賑 搬 幡 艦 劉覆蔽馴儲 日

實

験

第

1

回

第

1

群

一

第

2

群

1 白一 一 一

鼎一一 一一
三毛顛鼎一 一
灰

1:10(一) 8!1/36
人型r熊 切)

曲1110mg下腹 部皮下

接 租

(811,36)

一
2

_。'L

一

,●

一 一

一 一

3
■闇■一 一一

〇,

一 一

4一
___四._

,,

一

__L

一 一

一
5

一
白 鼻 黒
劇一一●一 一一 一

白顔 白

一

帥 ,,

一 一

6一 ,, ,,

人型(熊 切)

薗1/100mg
下腹部皮下接 租

(811,36)

一
1:10(一)

一『

2211.36
一
7

一 一

三毛爾圓茶
一一 一 一 一 一

胴 茶
__一 一一 尊一

三毛顔鼎一 一
白

一

,,

一哺一一一

,,

一
1:40(十) 3011'36

一
8

-一 一
9

【

,,■ ■■一一一

一

,,

●一嘲■脚一■■幽一一

一

9,

一 一

,,

一
一1一 一一

10
一

1●

一

●,

實

験

第

2

同

第

1

群

一

第

2

群

1 首 白 11:10(一) 51皿,36

牛型(北 研)
薗1110mg
下腹部皮下
接 租
(5/11,36)

1:80(+)171皿,36

2 案
一

,D

一

,,

一 仁 一
一
3

.題L

尻 黒

一

●, ,●

一 一{-P

璽

4 三毛右目黒一 一
白 顔 黒

一

,,

一

,,

咽「 一

一
5

一

,, ,●

一 一
1:・ω(±L{13,皿 竺

6
一 一 一

白 足 黒
一

●, ●,

牛型(北 研)
菌1/100mg
下腹部皮下
接 種
(51五,36)

　

一 1_一
7

一
白

一
1:10、 十)
●■■一一 ■9-■■■■■■■■■一

,,一
8

一
白 尻 黒1:10(一)}

一

,, 1:20(十)
一1 -
17,π,36

一
9 白 顔 黒,, ,9

10 白 受. ●●

一1-一

し

實

験

第

3

同

1

第

1

群

一

第

2

群

1 縞 1:10(十) 29加 ノ36

人型(熊 切)
菌1/100mg
下腹部皮下
接 種
(29,皿,36)

一
2

一
白 顔 茶 ,●

一

●, 1:40(+)
一

15但,36一
3

一
三毛尻黒 1:10(一) ,,

4

一
三毛首白 ●,

一

,, 1:20(十)

一
15加,36一

5 三 毛 ●● τ 一.,一
6

一
白 足 黒 ,, ,,

人型(熊 切)

菌1110mg
下腹部皮下
接 種(
291皿,36)

1:20(十) 15加,36

7 白

一

,,

一

,,

一

8

一
白 顔 黒

一
1:10(十)

一

●,

一
一
9 黒

一
1:10(一) ,, 1:40(+) 15加,36

1・-1三 毛顔百
一

,●

一

,,

ノハ10頭 中4頭 ナ リ、其 ノ結果 ハ第13表 實験

第3同 二示 シタルガ如 ク血清稀稗20倍 乃至40
4:

倍 ノ陽性反慮テ表ハセリ。

本實験 二於 テハ同時二抗元 トシテ 「ッベル クロ

ス トロミン」及 ピ磨潰結核菌 ノ生理的食盟水浮

游液 テ使用 シタルモ前者二於 テハ僅 カニ2頭 二

血清稀糧10倍 二弱陽性 テ示 シタルニ過ギズ、後

者 ノ場合ハ血清稀10葎 倍二悉 ク反慮陰性二終

レ リ。

(2)家 兎二於ケル實験

海狸ハ甚ダシク抵抗力弱ハキ動物ナルテ以テ生

結核菌接種 ニヨリ凝集素産生 ノ状態∂検 スルユ

適 セザルテ以 テ余ハ更 二家兎テ使用 シテ余 ノ抗

元 ノ特異性 ト優秀性 テ知 ラントシテ死結核菌注

射或 ハ生菌接種前後 二於 ケル凝集反慮 テ比較漬

験 セリ。

實験方法 トシテハ「アルカ リ」卵黄水中二登育 シ

タル熊切菌株 テ培養基 ノマ・100。C30分 間蒸氣

釜内二殺菌 シタル後遠心器 二致 シ管底 二沈澱 シ

タル菌 テ更 二生理的食監水 テ以 テ歎同洗膝 シタ

ル後瑞瑠}乳鉢中二生理的食盛水ラ滴下シヅ・磨

潰 シタル菌浮游液テ實験家兎No.1・ ニハ2,20,

50mgノ 順 二1週 間 ノ間隔ニテ腹部皮下二No.

2aハ 之 ト同量 ヲ同間隔aテ 静 脈内二注射 セ・リ。
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實験家 兎No.3・ ・生牛型結核 菌(北 研 》10mgノ

生理的食盟水浮游液 テ静脈 内二接種 セ リ。菌接

種後一定 ノ間隔 テ置 キテ耳静脈 ヨリ探血 シテ凝

集素産生状態 テ 観察 セ リ。 尚余 ノ抗元 ノ外 昌

「ツベル クロス トロ ミン」テモ抗元 トシテ比 較封

照スル コ ト・セ リ。

實験 ノ結果 ハ第14表 ノ如 ク實験 家兎No.1ハ

血 清稀葎20倍 、No.2・ ・40倍 二凝集 スル正常

凝集素 ノ存在 テ認 ム。而 シテ20mg注 射後1週

間目ノ凝集IRハNo.1ハ80倍 、No.2・ ・1280

倍 ニ シテ50mg注 射 後1週 間 目 ノ凝集 慣ハNo.

1ハ320倍 、No.2・ ・10000倍 ノ陽性 テ示 シ更

二2週 臥3週 目 ト時 日ノ経過 卜共 二凝集慣 ノ

降下 スルテ認 ム。

實験家兎No.3ハ 其 ノ結核正常凝集 慣ハ10倍

ニシテ之 二牛型 生結核 菌10mgテ 静 脈 内二接種

シタルニ菌接種後1週 目ニ シテ著 明 二凝集素 ノ

産生 テ認 ぞ3週 目二血 清稀葎5120倍 二 反慮陽

性ニ シテ第4週 目二至 リテ動物 ハ禮重甚 ダ シク

減少 シ凝集償ハ前 同 二比較 シデ梢 篭低下 シ1280

倍 ノ陽性 テ示 スニ至 リ最後 ノ探 血後2日 目二途

二死亡セ リ
。死後剖検 スル ニ肺、肝、脾、腎臓

等各臓器 二無敷 ノ粟粒 結節 テ認 メタ リ.

第14表

以上ノ家兎二於ケル結核凝集反慮二際 シテ凝集

元 トシテ「ッ《・eルクロストロ こン」ラ以テスル凝

集反慮 テモ併用 シテ比較的實験 テ試 け ルニ第

14表 二見 ラル ・ガ如 ク凝集反慮慣甚グシク低位

ニシテ余 ノ凝集元 テ以テスルモノニ比較 シテ遙

カニ劣ルラ見ル。

要スルニ上記 ノ動物實験 ノ結果ヨリ余 ノ菌液 テ

凝集抗元 トスル結核凝集反庶ハ ヨク特異性 ラ騒

揮 シ優秀ナル抗元ナルテ知 ル。

弦 ニー一言附記 スベキ事ハ胆重2009前 後 ノ比較

的幼弱 ナル梅狽 二於 テハ血清稀繹10倍 二凝集

反癒悉 ク陰性ナルニ拘 ラズ3009乃 至3509ノ

比較的大 ナル海猿=於 テハ時 二10倍 血清稀葎

二弱陽性 テ示 スモノアリ之蓋 シ海猿血清中 ノ結

核正常凝集 二依ルモノナルベ シ。家兎 二於 テハ

余ハ撒十頭 二就 キテ實験 シタル結果二依 レバ血

清稀繹10倍 乃至80倍 、稀二160倍 二弱陽性 二

反慮スル結核正常凝集素 テ認 メタリ。街叉海瞑

ハ其 ノ抵抗力弱 クー般二各種 ノ免疫抗艦 テ産生

セシムルニ困難不適當ナル動物 ナル事 ハ實験 シ

タル者 ノ等 シク経験 シタル慮ナランモ余 ノ實験

二於テモ結核湖 冥ヨリハ結核家兎 ノ方 ガ遙 カニ

容易二高度 ノ凝集素 テ産生 シ得ルテ認ム。

結核動物(家兎)ノ結核凝集反慮實験

暮験家副 抗 元薩誓笛陸 雛 離 菌注針及接種後凝集反庶償

No.1

幌。。9專)

H.K 1:20 熊 切 菌 株 死 菌
2mg(3,11,36)

20mg(8!∬")

50mg('81皿")

(各 腹腔 内 注射)

1:80 1:320 1:320 1:160 1:160 1:160

「ツ ベ ル ク

ロ ス ト ロ

ミ ソ」

1:40 1:80 1:80 1:80 1:80 1:80 1:80

槍 査 日 3111/36 181皿 ノ36 251H,, 31皿,. 121皿,, 21畑,, 711V,,

Nα2

傷。。9馨)

H.K 1:80 熊 切 菌株 死 菌

2mg(3ノ,1,36)

20mg(81皿,,)

50mg(,81皿,,)

(名 静脈 内接 種)

1:1280 1:10000 1:2580 1:1280 1:320 1:320

「ツ ベ,レ ク

ロ ス ト ロ

ミ ソ」

1:40 1:320 1:320 1:80 1:80 1:80 1:80

-

検 査 日 3享11.36 181∬,36 251∬,, 31皿,, 12畑,, 211皿., 711V,,

Nα3

H.K. 1:10 '生牛型菌(北 研)

10mgヲ161皿 ノ36

静 脈 内 接 種
.曳

1:80 1:320 1:5120 1:1280

「ツ ベ ル ク

ロ ス ト ロ

ミ ン〆」

1:20 1:40 1:80 1:80 1:80

槍査 日及饅重
16ノ皿,36

21009♂
'

231皿,36

20009 ll搬111搬
211皿,,

15009

註bH.K.ハ 余 ノ抗 元 。
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第 四 節 血 滴 以外 ノ盤 液 昌

於 ケノレ結 核 凝 集 反 慮

Levierato(3s吸u'Gro8sonini氏 等 ハCourmont

氏 等 ノ抗 元 ラ 使用 シテ 肋膜滲出液 ノ20例 中9

例 ハ反慮陰性 ニ シテ5例 ハ5倍 ノ血清稀繹 二陽

性 テ示 シタリ ト報 ズルモCourment氏 自身 ハ

反之肋膜 滲出液 ニハ反慮陰性 ナル チ祀載 ス。

余 ハ10例 ノ肋膜灌 出液 轟就 キテ 凝集反慮 ラ 行

ヒタルニ80乃 至640倍 稀rer.反 慮 隅性tt'表 ハ

レタ リ。是等10例 中、小 金○、寓Ob高 ○ ノ3

例 ハ當病院 ノ患者 ニ シテR6ntgen窟 眞 ノ結 果

小金○ ハ肺臓 二硬 化性早期浸潤 テ躍 メ他 ノ2例

ハ特 二著壁 ナ ク他 ノ7例 ハ大塚健康相談所 ヨリ

分 與 テ受 ケ タルモ ノニ シテ患者 ノ病朕 二就 キテ

ハ不明 ナルモ ノナ リ(第15表 蓼照) 。 小金 ○、富

○、高○ ノ3例 ハ同時 二其 ノ血清 二就 キテモ凝

集反慮 テ行 ヒタル ニ血清 二於 ケル凝集償 ハ肋膜

滲出液 二於 ケル モ ノヨ リハ約2倍 高位 ナ リ。

余 ハ又東京市療養所 ヨリ分與 セ ラレタル結核患

者 ノ磯脊髄液2例 二就 キテ凝集反慮 ラ試 こタル

モ共 二5倍 稀葎液 二反癒陰性 二終 レリ(第15表

参 照)。結核性磯膜 炎患者 ノ磯 脊髄液 二就 キテ試

第15表 胸水及結核患者脳脊髄

液ノ結核凝集反庶

被槍液 性 名

一

凝 集 反 鷹 債

}H。K.

ム

「ツ ペ7レ

ク ロ ス ト

ロ ミ ソ」
一,一 一
1:10胸 水 小金○ 1:640

,, 富 ○ 1.80

,, 高 ○ 1:40

,, 柳 ○ 1:640 1:5

,, 湯 ○ 1:160

,, 田 ○ 1:80

9, 柏 ○ 1:80

,, 不明(1) 1:320 1:80

,, ,.(2) 1:160

,, "(3) 1:80

贋脊髄液 小 ○ 1:5(一) 1:5(一)

9, 田 ○ 1:5(一) 1:5(一)

註 、H.Kハ 余 ノ抗 元

己ン トシタルモ今 日マ デ昌適鴬 ナル例 昌遭遇 セ

ズ。

第 五節 結 核 性 以外 ノ疾患

昌於 ケノレ結 核凝集 反慮

(1)徽 毒患者血清 ト結核凝集反慮

結核 ノ血消學的試験 二際 シテ屡 ℃問題 トナルハ

徽悲患者 ノ血情昌シテ就中優秀ナル抗元二依ル

結核補禮結合反慮ハ徽髭患者血清 島モ殆 ンド纏

テ陽性反慮 テ表ハス事ハ既 二承認セラレタル慮

ナ リ。而 シテ徽毒患者血情嘱於 ケル結核凝集反

慮 二開 シテ・・K6hler氏t3e)"f'Fornet氏 ノ抗元1

テ以 テ行 ヒタル虎 二依 レパ徽毒患者血清 ニハ全

ク凝集 セラレザ リシヲ報ズルモ元來Fornet氏

ノ抗元ナルモノハ其 ノ特異性二於 テ既二疑ハル

ルモノナレパ該血清二封 スル結果モ亦信ズルニ

足 ラズ。尤モ健康人 卜明瞭ナル結核患者 トノ間

二於テスラ劃然 タル凝集債 ノ差異テ見出 シ得ザ .

ルガ如 キ特異性二乏 シキ抗元ヲ以テシテハ當然

徽毒患者血清 卜結核凝集反慮 トノ關係ラ知 ル由

モ無キ理ナリ。兎二角徽毒患者血清 卜結核凝集

反慮 トノ關係バー慮試ムベキ興味 アル實駿 ナル

テ以 テ余ハ當病院 ノ患者及 ピ他 ノ病院等 ヨリ

Wassermann氏 反慮 ノ依頼 テ受 ケタル血清 ニ

シテWassermann氏 反慮陽性 ナ ル血清13例

二就 キテ結核凝集反慮 テ行 ヒタルニ血清稀葎

160倍 二反慮陽性二表・・11タルモノハ3例 ニシ

テ他ハ悉 ク其 レ以下 ノ凝集債テ示 セリ。而 シテ

160倍 二陽性 ノ者3例 中1例 ハ軽度 ノ乾性肋膜

炎患者ナレリ。

要スルニ徴毒患者血清 二於 ケル結核凝集反慮債

ノ範園ハ所謂健康者二封スル凝集反慮償 ト同一

程度ニシテ徽毒患者血清 ニハ何等 ノ關係テ有 セ

ザルモノ ト認 メ得(第16表 参照)。

(2)「 チフス」及 ピ其 ノ他 ノ疾患二就テ

Eisenberg及 ピKeller氏 等ハArloing及 ピ

Courmont氏 等 ノ抗元 テ以テ行 ヒタル凝集反慮

ノ結果二依 レバCholdlthiasisIkterus/1例

ノ患者二血清稀葎500倍 二反慮陽性ナリシテ傳

へArloing及 ピCourmont自 身等 モ該抗元
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第16表 徽毒患者血清ノ結核凝集反慰

血 清隔 及性1病曜 懸 錨 讃
一
木0 35♀ 遺 傳! 柵11:40

陣「佐 ○ 31♂ 潜 在 柵

横 ○ 20♀ ●● 1一榊
一

1:40

高 ○ 46♀ ,● 榊 1:160

佐 ○ 22♀ ,91 柵 1=160

金 ○ 34♂ ・」 惜 1:80

小 ○ 62♂ "1++ 1:40

大久O 33♂ "!十

撃

1:160

飯 ○ 不 明 不 馴+ 1=80

橋 ○ 1,

一

・・1+ 1:80

森 ○ ●, D,

　

什 1:10

提 ○ D, ● ● の 帯 1:40

田 ○ 9, ● 柵11、80

二依 ル凝集反慮 ハ「チフス」患者血清 二反慮 スル

事 テ述 べ 』Besangon岡 及 ピSarbonnes氏 等 モ

亦「チフス」及 ピ肺炎患者 二高度 二陽 陞反慮 テ示

セリ ト。

余ハ當實験室高崎氏 ヨリ分譲 テ 受 ケタル 「チフ

ス」免疫家兎血清(同 菌凝集慣3000倍)及 ピ 「パ

ラチフス」菌屡 ノ所 謂G5rtner氏 菌 免疫家兎 血

量1㌧1言探襖集慣CO(,OR2)二 就 キテ余 ノ抗元,

以 テ凝集反慮 ラ行 ヒタル昌前者 ハ160倍 ノ凝集

慨 ヲ示 シ後者 ハ40倍 二陽性反慮 テ示 セ リ。而

シテ同時 二「ッベル クロス トロ じ 」テ抗元 トシ

タルモ ノニ於 テハWhK一共=.10倍 二陽性 ナ レリ。

扱 テ余 ハ健康家兎 ノ血溝 多数 二就 キテ余 ノ抗元

二封 スル結核 正常凝集 儂 テ検 シタル結果 ハ血構

稀稗 倍撒20乃 至80倍 二陽性 ノモ ノ多 ク稀 レニ

160倍=弱 陽性反慮 子示 シタル テ以 テ 「チフス」

免疫家 兎血清 二160倍 、GErtner氏 菌 免疫1血

清 二40倍 二陽 性反慮 テ呈 シタルハ 其 ノ正常凝

集素 二依 ルモ ノ ト見倣 シ得 ベ ク故 二余 ノ菌液 ハ

「チ フス」及 ピ「パ ラチフス」ノ血清 二封 シテ非特

異性凝集反慮 ガ存在 セザル モ ノト断定 シ得。 又

急性肺 炎患者 ノ1例 二1280倍 ノ 陽性反慮 テ見

タルモ該患者 ノ結核性疾患有無 二關 シテハ不 明

二終 レリ。 尚又核腹 期 ノ狸紅熱 患者及 ビ氣管枝

喘息患者等 ノ血満 二就 キテ本凝集反慮 テ行 ヒタ ・

ルモ何 レモ反慮 スルテ認 メザ リキ。

第六章 結核凝集反慮卜二三ノ結核二封スル反慮 トノ關係

(1》結核凝集反慮 ト補盟結合反慮

元來補禮結合反慮 ト凝集反慮 トハ就二其 ノ本態

テ異ニスルモノナルガ故二是等雨反慮 ノ間二悉

クー致 スルガ如キコ トテ認 メ得ザルハ勿論 ノ事

ナレドモ余 ハ結核患者73例 二就キテ結核補盟結

合反慮 ト同時二結核凝集反磨 テ行 ヒ雨反慮 ノ結

果テ比較實験 シタルニ第17表 二示 シタルガ如

ク凝集反慮償80倍 以下テ示 シタルモノハ補膿

結合反庶モ陰性 ノモノ多 ク凝集反磨i慣160倍 以

上ノモノハ補盟結合反慮(+),(十)、(帯)ノ モ

ノニ多ク凝集償高度 ノモノハー般 二補艘結合反

慮彊陽性 ノモノニ多 シ。補盟結合反慮陽性 ノモ

ノニシテ凝集反慮債40倍 乃至80倍 テ表ハシタ

ルモノラ観察 スルニ治癒 セルモノト思ハル ・モ

ノ或ハ結核 ノ極早期 ノ病墜 ラ認 ムルモノニ シテ

叉補盟結合反慮陰性 ナルニ拘 ラズ凝集慣2560

倍 ノ高度 二陽性 テ示 シタルモノハ殆 ンド末期重

篤ナル歌態 ニアリシ患者ナレリ。是等補艘結合

反庶度 ト凝集風 態慣 トノ間ニー致セザル虎 ノモ

ノハ蓋 シ各々抗禮 ノ生滅推移二遅速 ノ相異アル

ガ爲メナルベ シ。

余 ハ叉人型結核菌テ接種 シタル結核家兎4頭 二

就 モテ結核補艘結合反慮 卜凝集反慮 トノ關係テ

検 シタルニ第18表 二見ル如 ク凝集反慮慣高度

ノモノハ其 ノ補盟結合反慮度モ亦高位 ラ示 シタ

リ。

補膿結合反慮二使用 シタル抗元拉 二操作方法ハ

鴻上氏 ノモノニヨレリ。+ハ 溶血阻止、一ハ溶

血 テ示 シ≡ハ完全溶血テ表ハス。

(2)結 核凝集反慮 卜赤血球沈降速度 トノ關係

云 フマデモナク赤血球沈降反慮ハ血清膠質 ノ不

安定性 テ測定 スル方法ナルテ以テ結核性疾患ハ
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第17表 締核患者ノ凝築反慮 ト輸髄納合反慮

＼ 凝集反慰
側補髄

結合
1則良渡

1=40 1:80 13160 13320 1:640 1:1280 132560 135120 1:10240 1320480

一 2 5 1

十 1 3 5 4 2 1 1

十十 1 4 2 1 2

2 1柵 1 10 13 5 6

第18表 納核凝集反慮 ト輔髄紹合反慮 一

輔 儘 納 倉 反 慮
→ 一 一

凝 集
反磨便

一 一

＼ 血清稀霜＼
倍数

鱗鹸＼
1:50

一 一 一

柵

1:100

-一 一一

柵

1:200 13400

　

1:800 1:1600

-一 一}一

雪Sp
一
101 冊

一
惜

〇一_

帯_

闘一

1:5120

106 冊 柵 ・柵一 十9 i≡ ≡ 1:1280

・107 柵 ≡iSp ≡ ≡ i≡ i≡ 1:1280

108 柵 需 柵 徽 柵 襯 1:10240

云 フニ及バズ其 ノ他炎症性疾患、破壌機韓 ノ起

ル疾患ニハ練 テ其 ノ速度 ガ壇進スルモノニシテ

結核性疾患二特異性 ノ反慮ナラザルハ勿論ニシ

テ其 ノ本態二於 テ結核凝集反慮 トハ何等 ノ關係

ラモ有 セザル理ナ レドモ余ハ臨抹上拉 二R6nt-

gen寡 眞撮影等テ行 ヒタル結果確實ナル肺結核

患者或ハ結核性肋膜炎患者 ト診断 セラレタル者

合計60例 二就 キテ結核凝集反慮 ト赤血球沈降

反慮 トテ同時二行 ヒテ雨反慮間二於ケル關係テ

観察 セリ。

赤血球沈降反慮ハWestergreen氏 ノ方法二依

リ室温 ニテ1時 間 ト2時 間 トノ所謂卒均値 テ取

第19表

レリ。

實験 ノ結果ハ第19表 ノ如 ク結核患者間二於テ

ハ概 シテ結核凝集反慮債ハ赤血球沈降速度二李

行セルテ認 ムUNeク赤血球沈降速度30mm以 上

ラ示 ス結核患者二於 テハ其 ノ凝集債悉 ク160倍

以上ニシテ赤血球沈降速度1乃 至20mmノ 者

昌於テハー般 二其 ノ凝集慣モ低位 テ示 スモ亦凝

集債2560倍 二達スル高度 ノモノアルテ詔ム。蓋

シ赤血球沈降速度ハ病勢停止性 ノ者 二渥延 スル

モノナレドモ凝集反慮ハ治癒 セル結核 ニハ其 ノ

債低位 テ示 スモノニシテ停止性 ノ者 二必ズ シモ

低位ナラザル所謂 ナリト思惟ス。

結核凝集反慮ト赤血球沈降速度

＼ 凝集債

赤瀧義＼
1:40 1:801:1601 1:320 1:640 1:1280 1:2560 1:5120 1:10240 1:20480

1-12mm 1 4 4 1 1 3 2
'

11--20,, 2 3 2 2

21-30,. 1 2

31-40,, 1 3 1 4 1 1
一

41・-50,, 1 2

51-60,, 1 1 3

61-70,, 1 1

70mm以 上 1 3 2 1 2 1 1 1

(3)pirquet氏 皮膚反慮 ト結核凝集反慮

pirquet氏 皮膚反慮ハ周知 ノ如 クー度結核菌ガ

個盟 内二侵入 シタル者 二表ハル ・虎 ノ組織 ノ過

敏性反慮ナルテ以テ文明國成人 ノ多歎二本反慮
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ガ陽性昌現ハル ・モノ昌シテ勿論本反慮陽性ナ

ル故 テ以テ臨休上結核患者 ナリト見徹 シ得ザ々

ハ云 フマデモナク且 ツ又「アレルギーJハ即チ結

核二封スル免疫 ノ状態 トハ何等 ノ關係 ラモ有セ

ザルモノトセラル。從 ツテPirquet氏 皮膚反慮

ハ赤血球沈降速度等 ト同様 二結核 ノ診断的意義

ニハ甚 シク乏 シ。然ルニ結核凝集反慮昌於 テハ

其 ノ性質上疾病 ノ脛過及 ピ痛竈 ノ大小等 二支配

セラレテ凝集素量二動樒ラ招來 ス。

余ハ是等雨反慮 テ健康 ト思ハル ・者及 ピ結核患

者 ノ多鍬二就 キテ同時二施行比較 シタレドモ其

ノ結果是等雨反慮間 二何等特記スベキ關係 ラ認

メ得ザ リシバ寧 ロ當然 ノコト・云 フベ シ。

第七章 余ノ抗元 卜莫ノ他ノ抗元 卜二依ル凝集反慮比較實験

實験上 ノ順 序 トシテ余 ノ抗元 ト其 ノ他 ノ抗元 ト

ニ依ル凝集反慮 ノ比較實験 テ試 ミントシテ 「ツ

ペルクロス トロ ミン」(百瀬》及 ピ 「グ リセ リン」

寒天斜面上 二充分褒育 シタル人 型結核菌 ヨリ製

シタル結核菌乳剤 トテ抗元 トスルモ ノ ト余 ノ抗

元 ラ以 テスル凝集反慮 トテ比較實験 セリ。

「ツベル クロス トロ ミン」ハ市販品 ノ可及 的新 シ

キモノテ生理的食盤水 ニ テ稀葎 シタルモ ノ ・適
'量
ラ使用 セ リ。

結核菌乳剤 トシテハ余 ノ所有 スル人型 菌(篠 原)

ノ「グ リセリン」寒天斜面上 二充分 ヨク襲育 シタ

ルモノラ璃瑞乳鉢 中ニテ生理的食盟水 テ滴 下 シ

ツ・ヨク磨潰 シタル後適度 ノ生理的食盟水乳剤

トナシ24時 間放置 シテ大 ナル 菌塊 テ沈殿 セ シ

メ其 ノ上部 ノ乳濁 色 テ呈 セル部 分 ラ他 器 二取 リ

之 二〇.5%ノ 割 合 二Merckノ 「カルボー ル」テ

加ヘタルモ ノ ・適 當量 テ使用 セ リ。

37℃ ノ卿卵器 中=24時 間放 置 シタル後試験 管

管底 二明瞭 二菌 ノ凝集塊 テ生 ゼル モノラ陽性 ト

ス の

余ハ以上ノ抗元 テ以テ結核菌死菌 テ注射 セル家

兎血清、結核家兎血清及 ピ健康拉 二結核患者血

清100絵 例 二就キテ結核凝集反慮 テ行 ヒタルニ
駈ツベルクロス トロミン」テ抗元 トシタルモノハ

健康者 ト結核患者間二於 ケルノミナラズ結核患

者相互間ニモ著明ナル凝集債 ノ差異 テ認 メ難 ク

且ツ凝集債一般二低位ナリ。

結核菌磨潰乳剤 テ抗元 トシタル凝集反慮 ハ使用

スル菌株 二依 リテ多少良不良 ノ差 アルナランモ

既二先人 ノ研究二依 リテ其 ノ不適當 ナルハ指摘

セラレタル虎ナルモ敢 ヘテ此 ノ抗元 テ以 テ多歎

ノ健康人及 ピ結核患者等二使用 シテ實験 テ試 こ

タルニ被凝集性甚グシク微弱且ツ特異性二乏 シ

ク之又到底使用二値 セザルコ トテ知 レリ。

第20表 余ノ抗元ト共ノ他 ノ抗元

トニ依ル凝集反応比較實験
闘

血 清 病 状 年齢及性

凝 集 反 応

H.K

「ツ ベ

ル ク ロ

ス ト ロ

ミ ン」

結核菌
磨潰乳
剤

死結核菌接種
家兎血清(1)

13320 1:80 1:20

死結核菌接種
家兎血清(2)

1:1280 1:320

一

1:80

結核家兎血清
一

30♀
-

22♀

-

59♂

-

34♀

-

45♂

}

26♀

-

27♀

-

16♀
-

26♀

1:5120 1:80 1:40

大 久O
進行性肺
結核(m)

1:2560 1:80 1:80

京 ○ 乾性肋膜炎 1:320 1:80 1:20

有 ○ 停止性肺結核(∬)
1:640 1:20

(一)
1:20

小 金 ○ 結核性漁
性肋膜炎

1:640 1:20 1:40

輻 ○ 停止性肺結核(
∬)

1:320 1:10
1:10-

(±)

富 ○

一一

血行性撒
布

1:1280 1:80
1:10

(一)

植 ○ 氣管枝性撒布
1:1280 1:40 1:20

岡 ○

一
進行性肺
結核(皿)『

1:320 1:10 1:10

岩C 停止性肺
結核(∬)

1:5120 1:160 1:20

註 、(一)ノ ・反 感 陰 性 、(±)ハ 疑 問 反 慮、(∬)

及'皿)ハ 病 期、H.Kノ ・余 ノ抗 元 。
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以t:ノ 實隙成績 テ悉 ク記 載スル ノ徒 ラ昌冗畏 ナ

ルテ避 ケテ第20表 二結核 ノ[tUili'10ua例A於 ケ

ノレ成績 チ}葛ゲ タリ◎

第八章 結橘凝集素 卜結棲菌成分 トノ關係

Porges氏 くSR)一=依レバ被凝集性物質 ハ細菌 ノ蛋

白物質 ナ ラニトセ ラレStuber氏(39)二 從 へ ・・"

Agglutinogenハ 細 菌 ノ脂肪性物質 ナ リ ト云 《・

ルモ其 ノ後學 者 ノ研究 ∴依 レバ凝集素 ハ類脂肪

盟嗜好性、蛋白嗜好性及 ピ是等雨種 ノ性状 ヨリ

成立 セルモ ノ等 ノ三種 ヨリナルモ ノ ・如 シ。

扱 テ結核 二於 ケル免疫 ノ磯現 ハ主 トシテ結核菌

ノ類脂肪禮被膜物 質 二關係 テ有 スルモ ノナル コ

トハー般學者 ノ認 ムル慮 ナ リ。而 シテ免疫力 ト

凝集反慮 トハ如何 ナル關係 ニアルカノ詳細 ナル

研 究 ハ別 トシテ結核 ノ凝集 素 ガ結核菌 ノ如何 ナ

ル成分物質 ニヨ リ多 ク關係 テ有 スル モ ノナル カ

テ閑明 ニスルハ興味 アル實験 ニ シテ是 二依 リテ

結核 ノ凝集反慮 二最 モ優秀 ナル凝集元 ラ追求 ス

ル手段 トモナ リ得 ルモ ノ ト思惟 ス。結 核凝集反

磨試 験 二臨 ンデ最 モ重要 ナルハ使用 スル抗元 ノ

良否 ナル コ トハ勿論 ニ シテ既 二文獣的考察 ノ條

ニモ述 ベ タルガ如 ク結核凝集反慮 二使用 セ ラル

ル抗元 テ成分 ノ ヒヨリ大 別 ス レバ抗酸性 テ有 ス

ル状態 ニアル結核菌 テ使 用 スルモ ノ ト結核菌 ニ

ー定 ノ操作 ラ施 シテ其 ノ被膜物質 テ除去 シテ非

抗酸 性 ノ状態 トナセル主 トシテ結核 菌 ノ蛋 白禮

ヨ リナ レルモ ノテ抗元 トスル モノ トノ三種 ト

ス。余 ハ是等雨種 ノ抗元 ハ結核 ノ凝集反慮 ト如

何 ナル關係 二在 ルカテ實験 シ結核菌 ノ抗 酸性被

膜物質 ト之 テ除去 シタル蛋 白罷 ト何 レガ結核 ノ

凝集反慮 ニヨ リ重要 ナル役割 テ演 ズルモ ノナル

カ ノ大檬 テ明 カニセン トセ リ。

第 一 節 使 用 セ ル抗 元

抗酸性被膜 テ有 スル抗 元 トシテハ余 ノ抗元 ラ使

用 シ非抗酸性即 チ結核菌 ノ脱脂蛋 白禮抗元 トシ

テハ便宜 上市販 「ツペル クロス トロ こン」テ使用

セ リ。

第 二節 實駒方 法

結核家兎血清、結核免疫家兎血清及 ピ結核菌 ノ

蛋白艦 テ以 テ免疫 シタル家兎血清等 二就 キテ上

記二種 ノ抗元 テ以 テ凝集素産生歌態 ノ比較實験

テ行 フコト 結核免疫家兎血清及 ピ健康家兎血

清 二 揺已二種 ノ抗元 テ以 テ各 々抗元 二封 スル凝

集素テ吸牧 セシメ宅ル後凝集菌塊 ラ遠心除去 シ

タル上澄血滑 二就キテ吸牧 二使用 シタル抗元 卜

反封 ノ抗元即チ抗酸性抗元ラ以テ吸牧 シタルモ

ノニハ非抗酸性蛋白盟抗元 テ以テ シ蛋白覆抗元

テ以 テ吸牧 シタルモノニハ抗酸性抗元 テ以テ交

叉的 二凝集反慮 テ行 フコト セ リ。
.第 三 節 實瞼 成績

第21表 二於 テ實験家兎第1號 ハ熊切菌株 ノ死

菌 テ2mg、20mg、50mgノ 順 二1週 間 ノ間隔

テ才キテ耳静脈 ヨリ注射 テ行 ヒタルモノニシテ

抗酸性テ有 スル余 ノ抗元 二封 シテハ著明二凝集

慣 ノ上昇テ認メ注射後1週 目ニハ10000倍 ノ凝

集慣 テ示スモ蛋白艦抗元二封 シテハ凝集償 ノ上

昇遙 カニ低位ナ リ。

實験家兎第2號 ハ生牛型結核菌10mgテ 耳静脈

内二接種 シタルモ ノニ シテ此 ノ結核家兎二於テ

モ抗酸性抗元 テ以 テスルモ ノハ著明二凝集償 ノ

上昇スルテ認 ムルモ非抗酸性蛋白艘抗元 二封 シ

テハ凝集慣 ノ上昇テ來 スコ ト甚 シク少 シ。

實験家兎第3號 ハ結核菌 ノ蛋白禮 トシテ 「ツベ

ルクロス トロiン 」テ1mg、5mg、10mgノ 順

二隔 日二耳静脈 ヨリ注射 テ行 ヒ最後 ノ注射 ヨリ

毎週探血 シテ凝集素産生状態 テ検 シタルモノニ

シテ「ツベルクロス トロミン」ラ抗元 トシタル場

合ハ高度 二凝集慣 ノ上昇 テ認 ムルモ抗酸性抗元

二封 シテハ僅 カニ凝集債 ノ上昇 テ來 タスノ董ナ

リ。
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以上 ノ實験結果 テ通寛 スルニ結核家兎血清及 ピ

定型的結核死菌 ラ以テ免疫 シタル家兎血清拉 轟

結核菌ヨリ抗酸性被膜物質ラ除去 シタル蛋白艦

ラ以テ免疫 シタル家兎血清 ノ凝集素ハ主 トシテ

同種 ノ抗元 ラ強 ク凝集 シ反封 ノ抗元 テ凝集 スル

コト微弱ナ リ即 チ是等雨種 ノ抗元間ニハ僅 カニ

共通性 ノ存在 スルテ認ムルニ過 ギズ。而 シテ結

核家兎及 ピ結核免疫家兎血清 二封 シテハ抗酸性

テ有スル抗元ハ非抗酸性蛋白盟 テ抗元 トスルモ

ノヨリハ遙カニ高度 ノ凝集債テ示 スハ結核菌ガ

抗酸性被膜物質テ保有 スル状態二於 テ結核 ノ凝

集元 トシテ非抗酸性蛋白禮抗元 ヨリモ ヨク特異

性ラ騒揮 スルモノ・如 ク若 シ非抗酸性蛋白禮 ガ

結核 ノ凝集抗元 トシテヨク特異性テ蛋揮 スルモ

ノトスレバ此 ノ蛋白禮 テ以テ免疫 シタル血清ハ

抗酸性抗元 ラモヨク凝集スベキ理 ナルモ實験 ノ

第21表

結果ハ抗酸性抗 元テ凝集 スルコト微弱 ナリ。

次 二第22表 二示 シタル如 クIE常 家兎血清及 ピ

結核免疫家兎血清二抗酸性 ラ有 スル余 ノ抗元 テ

以テ充分 ヨク其 ノ凝集素テ吸牧 シ凝集菌塊 ラ湛

心沈澱 シテ除去 シタルモノニ就 キテ蛋白照抗元

テ以テ凝集反慮 テ行 ヒタル∴其 ノ凝集債ハ吸牧

セザルモノニ比較 シテ僅 カニ低下ス。帥 チ抗酸

性抗元 二依ツテ置白艦抗元 昌封 スル凝集素 ノー

部分ガ吸牧 セラレタルテ認ム。叉之 ト反封 二蛋

白霞抗元 テ以テ吸牧セラレタルモノハ抗酸性抗

元 二封 スル凝集素 ノー部分テ吸牧 セラレタルテ

知ル。

即チ此 ノ凝集素吸牧試験二依 リテ抗酸性 テ有 ス

ル抗元 ト非抗酸性蛋白禮抗元 トハ結核 ノ凝集素

二封 シテ互二僅 カニ共通性テ有 スルモ大部分其

ノ性質 テ異 ニスルモノナリト云 フテ得ベ シ。

結核凝集素 卜使用抗元 トノ關係

賢 験 家 兎1抗 元1拶 劉 凝 集 反 感 債

結核免疫家兎血清
(第1號)

1:80 1:10000 1:2580 1:1280 1:320 1=320

l
H.K.

T. 1:40 1:320 1:80 1:80 1:80 1:80

槍 査 日 1週 目 2週 目 3週 目 4週 目 5週 目

結 核 家 兎血 清
(第2號) 1馬K

1:10 1:80 1:320 1:512011:1280

1:20 1:40 1:80 1:80

1璽一
11:160

検 査 日 1週 目 2週 目幽 目
1:160 9,蛋白饅注射家兎血清

(第3號) 1≒K
1:160 1:320 1:320

1:40 1:1600 1・800 1:4001:320 9,

1検 査 日 1週 目 2週 目 3週 目4週 目 5週 目

註 、H.Kハ 抗 酸 性 ヲ有 ス ル余 ノ抗 元.T.ノ ・「ツ ベ ル ク ロス トロ ミ ン」ヲ表 ハ ス。

第22表 結 核 凝 集素 ト使 用 抗 元 ノ關 係

験
兎
實
家

抗 元 凝 集 反 慮 便

1:2011:4011:8011:16011:32011:64011:128011:2560

健
康
家
兎
血

H.K. 柵 什 十 ±

H.K.

(エ ニ テ吸 牧 後)
帯 十十 ±

T. ±

清 T.'

(H.Kニ テ吸 牧 後)に ± 一 一 一 一 一 一

結
核
免
疫
家
兎
血
清

1

H.K. 柵 柵 柵 帯 十十 十 L
H.K.

(T.ニ テ吸 牧 後)
柵 柵 柵 什 十 ±

}

1ゴー

トT 帯 督 十 一 一 一

T

(H。K.ニ テ吸 牧 後)
十 一 一 一 一 一「 一

註 、H.Kハ 抗 酸 性 ヲ有 ス ル 余 ノ抗 元 ニ シ テ 、T・ ノ・「ツ ベ]vク ロ ス ト ロ ミ ソ」ヲ表 ノ・ス 。
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第 四節 本章 昌樹 スノレ小括

元來結核菌 ヨリ抗酸性被膜 ラ除去 シタル脱脂蛋

白盟 テ凝集反癒 ノ抗元 トシテ使用 スル昌至 リタ

ル所以ハ普通昌培養セラレタル定型的抗酸性結

核薗テ以 テシテハ到底良好 ナル抗元 ラ得ル能ハ

ザル爲 メノ云ハ ・"全ク窮除 ノー策的 ノモノ昌シ

テ斯 クノ如 ク結核菌 ヨリ被膜物質 ヲ除去 シタル

蛋白膿ガ結核 ノ凝集反慮 二充分特異性 ラ壷揮 シ

得ル優秀ナル抗元タリ得ルヤ否ハ甚 グシク疑問

ナ リ。此 ノ問題ラ解決 スル爲 メ昌ハ結核 ノ凝集

衆ハ結核菌 ノ如何 ナル成分物質二依 リテ最 モ多

ク産生セラルベキモ ノナルカラ知ルニ在 リ。余

ハ幸ニ シテ抗酸性ラ有 スル抗元 ノ良好ナルモノ

ラ得タルテ以テ之 ト結核菌蛋白盟抗元 トラ使用

シテ結核 ノ凝集素ハ細菌 ノ如何 ナル物質 二依 リ

テ産生スルモノナルカノ大様テ知 ラントシテ本

章 ノ實験 テ行 ヒタルニ結核或ハ結核免疫血清 二

封 シテハ抗酸性抗元ハ高度二凝集 セラル ・二拘

ラズ蛋白髄抗元ハ獲集 セラル ・コ ト甚 ダシク低

位 ナリ。而 シテ精核薗蛋白艦 ラ以 テ免疫 シタル

血蒲ハ蛋白艦抗元 ラ高度 昌凝集 スルモ抗酸性抗

元 ラ凝集 スル コト低位ナ リ。若 シ結核菌蛋白艦

ラ抗元 トスルモノガヨク結核 昌特異性 ラ登揮ス

ルモノトスレパ此 ノ蛋白艦免疫血清ハ抗酸性抗

元 ラモ高度ユ凝集 スペキ理ナルκキモ實験 ノ結

果ハ免疫前昌比較 シテ値カニ凝集償 ノ上昇テ楽

タシタル昌過ギズ。尚べ凝集索吸牧交叉試触 昌

依 レバ抗酸性抗元 卜比抗酸性蛋白艦抗元 トハ結

核免疫血情二封 シテ僅 力昌共通性ラ認ムル昌止

マ リ大部分ハ其 ノ性質 ヲ異ニスルラ知ル。

結局以上 ノ鮎 ヨリ考察 シテ結核 ノ凝集素ハ結核

菌 ノ抗酸性物質嗜好性 ノモノト蛋白儲 好性 ノ

モノト是等雨性 ノモノ等 ヨリ成立セル三種 ノモ

ノヨリナリ特 二抗酸性被膜物質(類 脂肪艘)二 多

大 ノ關係ラ有スルモノ・如 シ。

第九章 余ノ培養結核菌ノ補髄結合性能働力二就テ

余 ノ「アルカリ」卵黄蛋白水培養基中二培養 セラ

レタル結核菌ハ從來 ノ培養基 二於ケルモノト著

シク襲育状態 テ異ニシ染色的性質 ニモ痩化テ來

タシ易ク此 ノ培養基中二褒育 シタル結核菌 ノ結

核補禮結合性能働力テ實験 スルノ興味 テ畳へ之

ト同一培養條件 ノ下二「アルカリ」卵黄水中二培

養 セラレタル同一菌株 トノ補艘結合性能働力 ノ

比較實験 テ行 ヒタルニ「アルカリ」卵黄蛋白水中

二稜育 シタルモノガ適 カニ優秀ナル能働力 テ有

スルコトテ認 メタリ。結核補盟結合反慮實験拉

二優秀ナル其 ノ抗元等二關 シテハ既二鴻上㈹氏

等 二依 リテ詳細二報告 セラレタル塵 ナルテ以 テ

此庭二其 ノ冗長 ナルテ避ケテ軍二余 ノ方法 テ以

テセル培養結核菌 ガ之 ト同一一條件 ノ下二培養 セ

ラレタル從來 ノモ ノニ比較 シテヨリ優 レタル抗

元 テ得ルニ適 スルモノナルコトテ記載 スルニ止

メ ン ト ス 。

第一節 實験方法

余 ノ「アルカリ」卵黄蛋白水及 ピ「アルカ リ」卵黄

水 二鍬代培養 セラレタル同一結核菌 々株 テ培養

條件 ラ同一ニナス銭 メニ普通實験室ニテ使用ス

ルロ径1.7cmノ 中試験管二各々培養基 ノ同量

(約7ccm)テ 入 レタルニ種 テ用意 シ之 二夫々移

植 シ37℃ ノ卿卵器中 二 同日歎(30乃 至40日

間)培養 シタルモノテ蒸氣釜内二100℃30分 間

殺菌 シ菌ラ含有 シタル培養基 ノマ ・抗元 トシテ

使用ス。是等2種 ノ培養基ハ結核菌 テ培養 シ終

リタル時ハ其 ノ性共 二中性 ナリ。而 シテ 「アル

カリ」卵黄蛋白水 ハ 中性 ノ}伏態 二於 テハ莇二記

載 シタルガ如 ク生理的食盛水中ノ食盛 二封 シテ

不安定 ナル ラ以 テ之 テ 「フヱノールフタレン」

テ試藥 トシテ此 ノ試藥二封 シテ中性 テ示 ス鮎

マ デ極小量 ノ苛性曹達水溶液 テ添加 シテ修正

テ施 シ食盟二封 スル不安定性 ラ全 ク除去 セリ。

斯 クノ如 ク修正 テ加ヘ ラレタルモノハ溶血或ハ

溶血阻止作用テ惹起 ス)レコ ト紹封 ニナシ.
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以上2種 ノ抗元 テ使用 シ結核患者血清=封 スル

補盟結合反慮 ラ比較實隙 セリ。實験操作方法ハ

鴻上氏 ノ方法二依 ルモノニ シテ其 ノ方法術式ハ

之ラ省略ス。

第 二節 實験 成績

「アルカリ」卵黄蛋白水 ト「アルカリ」卵黄水中 ト

ニ同一培養條件 ノ下二培養セラレタル同株結核

菌二於ケル補髄結合反慮 二封 スル抗元 ノ能働力

ラ8株 ノ結核菌二就 キテ比較實験 テ行 ヒタル成

績ハ次 ノ如 シ●

叔テ「アルカリ」卵黄水ハ其 レ自膿溶血系二何等

ノ影響テモ及ボサ・"ルハ既二知 ラレタル虎ナル

モ此ノ培養基中二結核菌 テ培養スルコ トニ依 リ

テ自家溶血阻止作用 テ惹起スルコ ト多 ク之ガ爲

メニ鴻上氏ハ此 ノ自家溶血阻止作用 テ惹起 セザ

ルガ如キ培養方法二就 キテ詳細 二報告セラレタ

ル虎ナ リ。「アルカリ」卵黄蛋白水モ其 レ自盟溶

血系二何等影響 テ及ボサズ。

余ハ以上雨種 ノ抗元二就キテ自家溶血阻止作用

テ検 シタルニ「アルカリ.」卵黄蛋白水中二登育 シ

第23表

タル結核 菌 二於 テハ抗元使 用量0.3ccmニ テ悉

ク自家溶血阻 止作用 テ認 メザル 昌反 シ 「アルカ

リ」卵黄水 ノモ ノa於 テハ8株 中5株 ハ抗元使

用量0.3ccm昌 テ 自家 溶血阻 止作用 テ有 シ他 ノ

3株 ハ0.3ccmaテ 阻IL作 用 テ認 メザ リキ。 而

シテ0.3ccmニ テ 自家溶血阻1ヒ作 用 ラ有 セ シ5

株 二就 キテ其 ノ抗元使用量 テ測定 シタルニ何 レ.

モ0.15ccm=テ 適 當壷帥 チ抗元 テ蒸溜水aテ

2倍 二稀糎 シタルモ ノ0,3ccmニ テ使用 スルテ

得 タリ。

以上 ノ各 々8株 ノ結核菌 ヨリ得 タル抗元 テ使 用

シテ臨休上明 カニ肺結核 患者 ト診断 セ ラレ鴻 上

氏 ノ抗 元 二依 リテ補盟結 合反慮強 陽性 ナル血清

二就 キテ各 々其 ノ能働力 テ 比較實験 シタル ニ

「アルカ リ」卵 黄蛋白水中 二登育 シタルモ ノハ悉

ク其 ノ能 働力優 秀 ナル ニ反 シ「アル カ リ」卵黄水

中二登育 シタルモ ノハ至極不良 ナ リ。且 ツ「アル

カ リ」卵黄蛋 白水中 二 壷育 シタル8株 ノ結核 菌

相互間 二於 ケル抗元性能働力ハ何 レモ梢 ㌃伯仲

セル程度 ナ リ(第23表 参 照)。

「アルカリ」卵黄水及「ア,レカリ」卵黄蛋白水中二壁育セル

結核菌ノ補饅結合性能働力比較實験

菌 株1培 副 稜副 使用酬 襯 結飯 醸1血 潮 照抗元封照

熊 切
卵 黄 水 0,3cc

井 ○
i≡ ≡ ≡ ≡

≡
≡

卵黄蛋白水 0.3㏄ 柵_ 十ヒ 十三 ≡≡ ≡

牛 型
,, 0.15㏄

岡 ○
≡ ≡ i≡ ≡

≡
i≡

,,。 0.3cc 冊 柵_ 十十二 ≡sp ≡

1大 畑
,■ 0.15cc

山 ○
≡ i≡i ≡ ≡

≡
≡ii

,, 0.3㏄ 柵 柵_ 十十= ≡
'「 ≡一}

=

■

≡

田 中
,, 0.15cc

,,

十十= 十三 ≡
≡

一

≡

,, 0.3㏄ 器 帯_ ≡ ≡

,

≡≡.

田中(治)
,, 0.15cc

輻 ○
十十3 ≡ … ≡

≡
≡

,, 0.3cc 柵 十十= ≡sp …≡ ≡

東 方
,, 0,3cc

石 ○
十十3 …≡sp i≡ ≡

i≡
i≡

,, 0.3cc 冊 柵 一 ≡isp ≡ ≡

A
,, 0.3㏄

,9

十十= 十三 十三 ≡
≡

≡

,, 0.3cc 冊 柵 一 i≡sp ≡

一

≡

E
,, 0.15㏄ 十三 ≡≡sp ≡ ≡

≡
≡

,, 0.3cc
"i

し 冊 柵_ ≡sp ≡ ≡

註、冊ハ完全溶血阻止、一ノ・溶血度、i≡ハ完全溶血、…≡spノ・痕跡溶血阻止。

第 三 節 本 章 二封 ス ノレ小 括 以 上ハ余 ノ「アル カ リ」卵 黄蛋 白水中 二褒育 シタ
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ル結核 菌 ノ特異牲 ラ知 ラニトシア行 ヒタル誠 昌

小賞瞼 二過 ギザ ルモ此 ノ培養細 コ島搬 育 シタル

結 核菌ハ之 ラ「アルカ リ」卵黄 水中二毅 育 シタル

同殊 ノ結核 菌 二比較 シテ悉 ク補膿結合性能 働力

二於 テ遙 二優 秀 ナル モ ノテ得 ル轟適 λル コ トテ

認 ムル バ ナ ラズ從 來 ノ「アルカ リ1卵 黄水中 二

躍 昌結核菌 子培 獲 シタル故 チ以i補 慨結合0陞抗

元 トシテ到底機秀 ナル ℃ノラ得難 ク其 ノ能働力

甚 シク不良 ナル テ知 ル。若 シ「アル カリ」卵黄水

子以 テ適]・1:iナル補艦結 合性抗元 ラ得 ント欲7・ レ

バ適堂 ナル結核菌 々株 ト適切 ナル培養方法 ト熟

練 シタル技術 トテ要 スルコ トハ既 二鴻 上氏 ガ詳

細 二研究報告 シタル盧 ナ リ。更 二鴻 上氏等 ノ最

近 ノ研究 二依 リ最 モ優秀 ナル補禮結合性能 働力

ラ髄揮 スル抗元 ハ駿育迅速 ナル結核菌 々株 昌求

メ得 ペ ク同一菌 株 昌於 テモ駿育良好 ナルガ如 ク

1:夫 セ シメ ラレタルモ ノハ ヨ リヨキ能働力 チ有

スル そノニ シテ之即 チ髄 育良好迅速 ナルモ ノハ

多少 ナ リ トモ原 型 ヨリ慶 移 シタル状態 二在 ルモ

ノ ト云 ノペ ク此 ノ見地 ヨリシテ鴻 上氏等 二依 リ

テ漿 移セル結 核菌 テ以 テ抗元 トナ シ結核補禮結

合反慮 昌優 秀ナル成績 ヲ上 ゲ得 タルハ最近公 ニ

セ ラレタル鵬 ナ リ。余 ノ「アルカ リ」卯黄蛋 白水

中二搬育 スル結 核菌 ハ其 ノ駿 育状態 二於 テ既 昌

特異 ナル ノ ヒナ ラズ染 色的並 二形態的 ニモ髪性

慶型 テ來 タ シ易 ク補盟結合反慮 二封 スル抗元 ト

シテ其 ノ能働力優 秀 ナルテ示 スハ蓋 シ此虎 二存

スルモ ノ ト云 フベ シ●

第十章 綿括拉二考案

余 ノ結核菌均等培養 テ抗元 トシテ行 らル結核 ノ

凝集反慮試験 二於 テ余 ノ使用 スル菌液拉 二其 ノ

實験操作方法等 二誤 リナキコトテ立謹 シ併 セテ

結核 ノ凝集反慮二影響 スル諸種 ノ條件二關 シテ

詳述 シ抗元 タル結核菌 ノ被凝集性及 ピ結核凝集

素 ノ性質等二關 シテ行 ヒタル實験 ノ結果ハ既二

小括 トシテ述ベタル慮 ナリ。

探 テ此 ノ抗元 テ以テスル凝集反慮ハ動物實験 ノ

結果遺憾 ナク特異性 テ登揮 スルコトテ認 メ且ツ

臨休上明カニ活働性結核患者血清 二於テ血清稀

繹倍撒160倍 以上ノ凝集債テ示 シタルモノテ陽

性 トスレバ約93%ノ 陽性卒 テ示ス。然 ラバ何ガ

故 二余 ノ抗元 二依ル結核凝集反慮ガ斯 クノ如 ク

優秀ナル成績 テ示 スカニ就キテ考察 スルニ既二

文献中二記載セシガ如 ク先人諸家 ハ普通一般 ノ

培養基二畿育 セル成熟 セル結核菌 ノ磨潰浮游液

テ抗元 トシタルモノテ以テ シテハ到底優秀 ナル

抗元 ラ得ル能 ハザルテ経験 シタル塵 ニシテ余モ

亦「グリセリン」寒天斜面上二駿育 シタル人型菌

ヨリ磨潰浮游液 テ製 シテ抗元 トナシ結核 ノ凝集

反慮 テ實験 シタルモ其 ノ被凝集性誠二不良 ナル

ノミナラズ屡 ≧結核患者 二反慮陰性ラ示 スノミ

ナラズ健康者 卜結核患者 上ノ間二判然 タル凝集

慣 ノ差異 テ認 メ難 ク帥 チ特異性 二乏 シ。斯 クノ

如キ抗元ハ結核 ノ診断液 トシテハ勿論殆 ンド無

債値 ナルモノト云 フベク唯凝集債上昇 テ實験的

二粗雑二測定 スル程度 ノ慣値二止マル。 尚又

Courmont氏 ノ抗元 ノ如 ク登育状態 テ異 ニシタ

ル結核菌テ得テ是等 テ抗元 トシテ結核凝集反慮

テ行 ヒタルモノテ見ルモ何 レモ被凝集性甚 シク

微弱 ニシテ特異性 二乏 シキガ如クカ・ル抗元ナ

レバ敢 テ珍奇ナルモノテ使用スル必要 ナク結核

菌磨潰浮游液 ト何等選 ブ盧 ナキガ如 シ。次二結

核菌ガ保持スル被膜物質ガ凝集素 トノ結合 テ阻

1ヒスルモノナラントノ見解 ヨリ結核菌 二種々ノ

化學的操作 ラ施 シテ之テ除去 シタル脱脂蛋白盟

テ抗元 トシテ使用セントシテ今日マデ様 々ナル

操作方法 ノ下二結核菌 テ脱脂 シテ蛋白盟 テ探取

シテ之ラ抗元 トシタルモノアルモ現在使用二堪

ユルモノナキガ如 シ。余 ノ實験 ノ結果 ヨリ見 レ

バ結核菌 ノ抗酸性被膜物質 ト之 テ除去 シタル非

抗酸性蛋白盟 トハ結核 ノ凝集素 二封 シテ僅 カニ

共通性テ有 スルニ止マ リ大部分其 ノ性質テ異ニ

シ結核 ノ凝集素ハ結核菌 ノ抗酸性被膜物質二最
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モ關係 アル テ認 メタル貼 ヨリスルモ結核 菌 昌化

學的物理的操作 テ施 シテ得 タル蛋 白龍 ラ抗元 ト

シテハ到底結核 ノ凝集反慮抗元 トシテ完蹄 チ期

シ難 ク結局 公李 二批刺 スルモ云 ハ"片 手落、特

異性 二乏 シ キ抗元 タル テ免 レザルベ シ。 要 スル

ニ最 モ優秀 ナル結核 ノ凝集反慮抗元 ハ抗酸性 テ

保持 スルモ ノニ求 メ得 ラルベ ク結核 ノ凝集素 ハ

結核菌 ノ類脂肪禮 二多大 ノ關係 テ有 スルモ ノナ

ルラ信 ズ。

舷 二結核 ノ凝集反慮 二際 シテ考慮 スベ キ貼 ハ抗

元 トシテ使 用 スル結核 菌 ノ菌型 ニ シテ元來凝集

反慮ナルモ ノハ抗元 タル菌 ト之 二封 スル凝集素

トガ互 二作 用 スルコ ト∴依 リテ起 ル反慮 ナル テ

以 テ凝集抗 元 タル菌型如何 ガ最 モ重大 ナル關係

二在 ルモ ノナル ニモ拘 ラズ文獣 テ見 ルニ結核 凝

集反慮 二際 シテ徒 ラニ其 ノ質的追究 ニ ノ こ意 テ

致 シ菌型 二至 リテハ甚 シク等閑 二付 セ ラレタル

カノ感 アリ。結核菌 ノ如 ク其 ノ菌株 ト培 養條件

トニ依 リテ攣型 シ易 キ菌 二於 テハ其 ノ菌型 二依

リテ凝集抗元 トシテ適不適 ガ存在 シ得 ル コ トハ

寧 ロ當然 ノコ トナ リ。

以上 ノ見地 ヨリ翻 ツテ余 ノ使用 スル抗元 テ見ル

ニ余 ノ「アルカ リ」卵黄蛋 白水 中二培 養 セ ラレタ

ル結核 菌ハ其 ノ登育状態 二於 テ既 二定型 的結核

菌 ト著 シク趣 テ異 ニ シ染色的 ニモ攣 化 テ來 タ シ

易 ク且 ツ火焙 中二致 スモ定型 的結核 菌 ノ如 ク爆

聲 テ襲 セザル コ ト等 ヨリスル モ此 ノ培養基 中二

褒育 シタルモ ノニ シテ爾抗酸性 テ保持 スルモ ノ

ト難 モ其 ノ被膜 ノ性質 テ大 二異 ニスルモ ノナル

コ トハ想像 スルニ難 カ ラズ。而 シテ又此 ノ培 地

中二培養 セ ラレタル結核菌 ハ菌株 ノ如何 二拘 ラ

ズー般 二短型 ニ シテ雨端 二穎粒 テ有 スル 所謂

「ヂフテロイー ド」型 ノモ ノ多 ク之 二穎粒 テ有 セ

ザル短桿菌、圓形或 ハ楷 圓形等種 々 ノ穎粒 等 テ

混在 ス。 兎二角余 ハ「アル カ リ」卵黄 蛋 白水中 二

均等 二螢育 シ上述 ノ如 キ菌型 ラ トリ染 色的 ニハ

全 ク抗酸性 テ保持 スル菌株或 ハ非抗酸性 ノ撒態

ラ示 ス結核菌 テ混交 セル菌株等 テ凝集抗元 トシ

テ使用 スル コ トニ依 リテ結核凝集反慮 二優 秀 ナ

ル成績 テhグ ルテ循手タリ。

最後∴余 ノ抗元 テ以テスル結核凝集反鷹 ノ臨休

的慮用慣値 ユ就 キテー言スレバ

(1)結 核 二封 スル診断的慣値

余 ノ凝集抗元 ラ以 テスル凝集反慮 ノ臨躰的慮用

ノ實験成績 ハ既∴實験中二言已戒 シタルガ如 ク凝

集慣160倍 テ示 スモノハ活働性結核 ノ存在 ラ凝

フニ足ルベク其以上 ノ凝集慣ラ示 スモノハ明 カ

ニ活働性結核 ノ存在 スルモノト兇倣 シ得ベク結

核患者 二約93%ノ 陽性傘 テ示 シ疑似結核患者

テ含 ム所謂健康者二約16%ノ 陽性反慮テ表ハ

ス。舷 二疑似結核患者 トハ臨休的ニモR6ntgen

像上ヨリモ特二結核病愛 卜思ハル ・鬼 テ認 メザ

ルモ胸部二何等カノ苦痛 テ訴ヘテ當病院 テ訪 レ

タル者ニ シテ眞二健康者ナリト認 メ難 ク是等疑

似結核患者テ含 ム所謂健康者二約16%ノ 陽性

卒 テ示 シタルハ蓋 シ是等 ノ者中二生物學的二活

働性結核患者 ノ存在 シタル李二相當スベキモノ

ナル・・余 ノ確 ク信 ズル慮 ナリ。而 シテR6ntgen

像等 ヨリ明カニ結核性病攣 卜思ハル ・モノテ認

ムルニモ拘 ラズ血清稀繹160倍 以下 ノ凝集債テ

示 シタルモノハ治癒 シタル結核患者力或ハ極初

期 ノ患者中 ノ少撒 ニシテ後者 ノ場合ハ反復 シテ

凝集反慮 テ行 フベキモノナリ。

要スルニ余 ノ凝集元 テ以 テスル凝集反慮 ハ臨林

的二癒用 シテ活働性結核 ノ診断二債値 アルテ疑

ハズ。

(2)豫 後測定的慣値

凝集反慮ガ結核 ノ免疫即チSchutzkraftト 如

何 ナル關係二在ルカニ就 キテハ古來多 クノ報告

アルテ見ル塵ニ シテ其 ノ詳細ナル追究 ハ別 トシ

テ結核 ノ凝集反慮 二於ケル豫後測定的慣値 二就

キテ余 ガ結核患者二行 ヒタル實験 ノ結果 ヨリ観

察 スレバー般二凝集償ハ病勢 ト病竈範閲 ノ大 サ

トニ比例 シテヒ昇 スルテ認 メ治癒 セルモノハ低

位 ノ凝集慣 テ示スモノ多 ク末期重篤ナル患者 二

於 テハ又凝集慣 ノ低下テ來 ス。故二病勢 ノ悪化

二件ハザル凝集慣 テ示 スモノハ其 ノ豫後不良 ト

認 メ得ベク末期重篤ナルモノガ再 ピ凝集慣 ノ上
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昇テ來 タス場合ハ豫後可良ナリト刺断 シ得。

叉結核凝集慣ガ結核昌封スル免疫朕態 昌略 罵李

行 シテ上昇スルモノトスレバ結核 ノ治療 二臨 璽

テ凝集慣 テ上昇 セシムルガ如キ場合ハ其 ノ敷果

良好ナルモノナ リ。

今後尚多撒 ノ臨休例 昌就 キテ結核 ノ凝集反慮 ラ

行 ヒ其 ノ結果 ラ報告スルノ機禽 アルラ信ズ。

第†一章 結 論

余 ノ製法 昌依 ル「アル カ リ」卵黄蛋 白水培養基 中

二培養 セラレ均 等焚育 ラナ ス昌至 リタル結核菌

ラ抗元 トシタル結核 ノ凝集反慮蛇 昌此 ノ培養基

中二駿育 シタル結核 菌 ノ補盟結合姓能働 力轟就

テ實験 ラ行 ヒタル結果 テ結論 スレバ次 ノ如 シ。

1.結 核 ノ凝集 反慮 ハ0.85%ノ 生 理的食盟水

テ以 テ行 ヒ新鮮 ナル働性血清 ハ凝集反慮 ラ阻止

スルテ以 テ被検血清 ハ浴槽中 二56℃30分 間非

働 性 トシタルモ ノラ使用 スル テ適 當 トス。

2.結 核 ノ凝集反慮 ハ37℃ 二24時 間 放 置後反

慮 テ検 スルテ以 テ適 當 トス。

3.結 核菌 ノ被 凝集 性ハ加熱 セザルモ ノラ以 テ

最 モ良好 トシ60。C30分 間加熱 スル コ トニ依 リ

テ僅 カニ影響 テ蒙 リ60。C乃 至100。C30分 間 ノ

加熱 二封 シテハ加熱温度 ノ上昇 二反比例 シテ其

ノ被凝集性低下 ス。

4.抗 元 タル菌液 二〇.5%ノ 割 合 二 「カルボー

ル」テ添加 スル モ菌 ノ被凝集性 二攣化 テ認 メズ。

5.菌 液 テ強 「アル カリ」性 トス レバ菌 ノ特騒 性

凝集 テ惹起 ス。

6.結 核凝集 素ハ60。C30分 間 ノ加熱 二依 リテ

影響 テ蒙 ラザル モ65℃ 以上 ノ加熱 二依 リテハ

著 シク破壊 セラ レ80。C30分 間 ノ加熱 二依 リテ

完全 二破壊 セ ラル。 而 シテ此 ノ關係ハ 動物 ノ

種類 二依 リテ多少 ノ差異 アルガ如 ク叉結核正常

凝集素 ハ免疫凝集素 ヨリモ梢 篭易熱 性ナル ガ如

シ0

7.抗 酸性被膜テ有スル結核菌 テ抗元 トシタル

モノ ト之 テ除去セル非抗酸性蛋白盟抗元 トハ結

核 ノ凝集素二封 シテ僅 カニ共通性 ラ有 スルモ大

部分其 ノ性質テ異 ニス。

8・ 結核正常拉 二免疫凝集素ハ抗酸性被膜物質

嗜好性 ノモノ ト蛋白盟嗜好性 ノモノト是等爾性

ノモノ等 ヨリ成立スルモ免疫凝集素ハ結核菌 ノ

抗酸性被膜物質昌依 リテ産生セラル ・虎多キガ

如 シ。

9.余 ノ抗元テ以テスル凝集反鷹 ハ凝集慣160

倍ニシテ活働性結核 ノ存在ヲ疑 フ昌足ルペク其

以上 ノ凝集慣ラ示 スモノハ活働性結核 ガ存在ス

ルモノト認 メ得。而 シテ臨休上明カニ活働性肺

結核患者 ト診噺 セラレタルモノニ於 テ凝集債

160倍 以上 ノモ ノテ陽性 ト見倣セ・{約93%ノ 陽

性李 ラ示 シ早期型 ノモノニ約84%.晩 期型 ノモ

ノニ約95%ノ 陽性李ナリ。

10.結 核疑似患者 テ含メル所謂健康者二約16%

ノ陽性李 ラ示 ス。

11.結 核患者 二於 ケル凝集債バー般 二病竃範園

ノ大 サニ比例 シテ高度ニシテ極早期 ノモノ或ハ

臨休上治癒 セルモノハ凝集慣低位或 ハ反慮陰性

卜認 ムベキモ ノ多 ク末期重篤歌態ニアルモノニ

於テモ亦凝集債 ノ低下スルテ認ム。

12.滲 出型 ト檜殖型肺結核患者 トノ間二於 テハ

殆 ンド凝集債二特別ナル差異 アルラ認 メザルモ

極高度 ノ凝集慣テ示 スモノハ増殖型 ノモ ノニア

ルガ如 シ。

13.結 核菌テ接種 セル海狽及 ビ家兎或ハ死菌結

核菌テ注射 セル家兎血清ハ余 ノ抗元 二依 ヴテ迅

速且ツ著明二凝集素 ノ産生スルテ認 メ得。

14.余 ノ抗元 テ以 テスル凝集反慮ハ胸水二陽性

ニシテ其 ノ凝集償ハ同一患者血清 二於ケル凝集

債 ノ約2分 ノ1ナ リ。而 シテ結核患者 ノ脳脊髄

液 ニハ該凝集反慮ハ陰性 ナリ。

15.余 ノ抗元 テ以 テスル凝集反慮 ハ徹毒及 ピ

「チフス」、 「パラチフス」血清等二封 シテ非特異
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性 凝 集反慮 テ認 メズ。

16.余 ノ抗元 テ以 テスル凝集 反慮 ハ他 ノーニ ノ

抗元 テスルモ ノニ比較 シ最 モ優秀 ナル特 異性 テ

登揮 セ リ。

17.結 核 患者 ニ シテ補禮結核反慮陰性者 ハ凝集

慣モー般 二低位 ニシナ補艦結合反慮陽性 者 ハ凝

集慣 モ亦高度 ラ示 スモ雨反慮度 ハ必 ズシモー致

セズ。蓋 シ雨抗艦 ノ生減推 移∴遅速 ノll;興アル

ニ因ルモ ノ ト思惟 ス。余 ハ結核家 兎血illi..一:.就キ

テ實験 シタル結果 二依 レバ補膿結合反慮度 ト凝

集反慮慣 トハ梢 篭李行 シテ増減 ス。

18.結 核 患者 二於 テ赤血球沈降速度値 ノ大 ナル

モノニ凝集慣高度 ラ示 スモ ノ多 キモ然 ラザル場

合 ℃亦 少力 〉ズ。

19.結 核 ノ凝集反慮1'Pirquet氏 皮膚反慮 ト

ノ間 二 ・定 ノ關係 ガ存 在 スルヲ認 ノズ。

20.余 ノ「ア・レカリ1卵 黄置白水培養基中 二搬育

シタル結核 菌 ハと ト同 一培養條件 プ1二 從來 ノ

1ア ルカ リ」珂1ゆ黄ガく培養4撃lli・二礎育 シタル1司 ・1身ii

株 ヨ リモ結核補慌結合・1》1三抗元 トシテ能働 力優秀

ナルtノ テil}'。

稿 チ終 ル∴臨 ミノ梼 高ノ御校閲 ヲ蒙 リ且 ツ種 〃

ナ,レ御指示 子賜 リタル恩師二木 先生拉 二恩師塩

谷先生 ノ御厚 志 ラ衷心感謝 シ併 セテ實験 上 ノ便

宜 テ賜 リタル將局員諸氏 二深謝 ス。
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